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１
月
25
日
、
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
の
議
会

議
場
で
、
本
市
で
初
め
て
の
女
性
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
議
会
の
目
的
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
に
向
け
、
女
性
に
対
し
て
市
政
へ

参
画
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
女

性
の
意
見
、
提
案
を
政
策
に
反
映
さ
せ
、
市

民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
市

政
の
推
進
を
図
る
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

か
ら
の
推
薦
が
９
人
。
一
般
公
募
が
13
人
。

上
天
草
市
が
大
好
き
！
そ
し
て
上
天
草
市
を

も
っ
と
よ
い
市
に
し
た
い
と
願
う
22
人
の
女

性
議
会
議
員
が
「
わ
く
わ
く
委
員
会
」「
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
」「
た
ち
あ
が

れ
↗
上
天
草
委
員
会
」
の
３
委
員
会
に
分
か

れ
て
話
し
合
い
を
す
す
め
、
議
会
に
臨
み
ま

し
た
。

　

議
会
は
、
荒
木
ミ
ド
リ
議
長
の
進
行
で
市

議
会
同
様
に
質
問
・
提
案
を
行
い
、
市
執
行

部
が
答
弁
し
ま
し
た
。

　

さ
す
が
、
上
天
草
市
が
大
好
き
な
皆
さ

ん
！
女
性
の
視
点
か
ら
理
想
と
す
る
上
天
草

市
の
将
来
像
を
描
き
、
限
ら
れ
た
時
間
に
あ

ふ
れ
ん
ば
か
り
の
熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
の
視
点
・
観
点
で

上
天
草
市
女
性
議
会

【
質　

問
】　

上
天
草
市
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
推
進
条
例
を
基
に
、
政
策
お
よ
び
決
定

に
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る
と
あ
る
が
、

現
状
は
ど
う
か
。

【
提　

案
】　

女
性
副
市
長
の
選
任
を
求
め
る
。

【
答　

弁
（
総
務
企
画
部
長
）】　

本
市
は
、

平
成
21
年
１
月
に
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

を
行
っ
た
。
ま
た
、推
進
条
例
に
市
の
政
策
、

決
定
に
関
し
て
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る

機
会
が
確
保
さ
れ
る
と
明
記
し
て
い
る
。

　

女
性
副
市
長
を
選
任
し
て
い
る
自
治
体
は

県
内
の
市
に
お
い
て
は
な
い
が
、
町
村
の
な

か
で
長
洲
町
の
み
が
女
性
副
町
長
を
お
い
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
今
後
、
市
長
の

よ
き
パ
ー
ト
ー
ナ
と
し
て
、
女
性
を
含
め
た

登
用
を
検
討
し
た
い
。

【
質　

問
】　

現
在
、
部
課
長
な
ど
管
理
職
に

女
性
が
一
人
も
い
な
い
が
、
今
後
の
女
性
管

理
職
の
登
用
の
予
定
は
。

【
答　

弁
（
総
務
企
画
部
長
）】　

女
性
の
管

理
職
へ
の
登
用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で

は
１
人
だ
っ
た
が
、
退
職
し
た
た
め
本
年
度

は
登
用
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
準
管
理
職

と
い
え
る
課
長
補
佐
職
に
つ
い
て
は
、
３
人

を
登
用
し
て
お
り
、女
性
の
登
用
比
率
は
８
・

３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
職
員
は
、
男
女
関
係
な
く
毎
日
業
務
に

励
ん
で
お
り
、
今
後
、
管
理
職
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
人
材
が
多
く
出
て
く
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

【
質　

問
】　

平
成
28
年
ま
で
に
40
％
の
女
性

登
用
と
女
性
登
用
ゼ
ロ
を
な
く
す
方
針
を
打

ち
出
し
た
が
、
審
議
会
や
委
員
会
な
ど
で
登

用
す
れ
ば
も
っ
と
早
く
達
成
で
き
な
い
か
。

【
答　

弁
（
総
務
企
画
部
長
）】　

本
市
に
お

け
る
各
種
審
議
会
等
の
女
性
委
員
の
割
合

は
、
現
在
24
％
程
度
。
県
内
の
平
均
19
％
か

ら
す
る
と
上
位
に
あ
る
も
の
の
、
国
が
示
す

平
成
32
年
の
目
標
値
30
％
と
差
が
大
き
く
、

拡
大
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

市
の
部
課
長
会
議
等
に
お
い
て
、
各
種
審

議
会
委
員
の
任
期
満
了
時
や
新
た
な
審
議
会

の
設
置
時
に
は
、
必
ず
女
性
を
登
用
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
。

　

職
員
に
お
い
て
も
、
す
で
に
女
性
委
員
の

登
用
率
ア
ッ
プ
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
は

徐
々
に
目
標
値
に
近
づ
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

わ
く
わ
く
委
員
会

委員会名 氏名※敬称略

わくわく委員会
福田　智久美 荒木　ミドリ 山下　美佐子 羽室　アツミ
野村　浩美 橋本　美春 齊藤　江美里

ファミリー
サポート委員会

小林　節子 坂元　裕生 富﨑　友子 鶴本　純子
濱口　千富美 久保田　裕子 丸木　昌代

たちあがれ ↗ 
上天草委員会

中田　美根子 荒木　昭子 山本　里英 坂本　文恵
平田　美智子 福田　富美子 深水　美佐子 伊藤　加代美

上
天
草
市
女
性
議
会
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【
質　

問
】　

上
天
草
総
合
病
院
に
お
け
る
終

末
期
医
療
（
ホ
ス
ピ
ス
）
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

【
提　

案
】　

眼
下
に
海
を
一
望
で
き
、

２
０
０
８
年
の
信
頼
さ
れ
る
病
院
ラ
ン
キ
ン

グ
で
、
天
草
で
１
位
と
地
域
か
ら
の
信
頼
が

厚
い
上
天
草
総
合
病
院
。
ま
た
、
恵
ま
れ
た

環
境
を
生
か
し
、
終
末
期
を
安
ら
か
に
過
ご

せ
る
癒
し
の
病
院
と
し
て
、
上
天
草
総
合
病

院
で
ホ
ス
ピ
ス
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

さ
ら
に
、
上
天
草
の
自
然
・
景
観
・
食
・

人
情
・
癒
し
な
ど
を
提
供
し
、
上
天
草
総
合

病
院
と
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
（
海
洋
療
法
）
を

行
う
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
を
セ
ッ
ト
に
し
、

他
に
な
い
魅
力
で
「
医
療
観
光
」
に
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
上
天
草
総
合
病
院
へ
の

交
通
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
市
内
路

線
バ
ス
と
上
天
草
高
校
の
通
学
バ
ス
の
周
回

範
囲
を
拡
大
し
、
市
内
全
域
を
路
線
バ
ス
で

つ
な
い
で
は
ど
う
か
。

【
答　

弁
（
病
院
事
務
長
）】　

厚
生
労
働
省

の
基
準
で
は
「
ホ
ス
ピ
ス
」
は
、「
緩
和
ケ

ア
病
棟
」
と
称
し
、
施
設
基
準
や
人
的
な
看

護
体
制
な
ど
厳
し
い
基
準
を
満
た
す
た
め
の

対
応
が
必
要
。

　

過
去
に
病
院
長
が
天
草
の
景
観
を
生
か
し

た
ホ
ス
ピ
ス
を
検
討
し
た
が
小
児
、
産
婦
人

科
を
含
め
た
地
域
医
療
の
堅
持
、
維
持
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
緩
和
ケ
ア
に
つ
い

て
は
も
う
し
ば
ら
く
検
討
し
た
い
。

【
答　

弁
（
経
済
振
興
部
長
）】　

ス
パ
・
タ

ラ
ソ
天
草
は
、
本
格
的
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
や

市
の
観
光
資
源
の
一
つ
で
あ
る
海
を
年
間
を

通
じ
て
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
く
施
設
で
あ
る
が
、
現
在
、
厚
生
労

働
省
の
健
康
増
進
施
設
の
認
定
に
係
る
申
請

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
認
定
が
受
け
ら
れ
れ

ば
上
天
草
総
合
病
院
他
、
市
内
外
の
多
く
の

病
院
と
連
携
し
た
事
業
展
開
が
で
き
る
と
思

っ
て
い
る
。

【
答　

弁
（
総
務
企
画
部
長
）】　

提
案
の
あ

っ
た
上
天
草
総
合
病
院
行
き
の
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
龍
ヶ
岳
町
の
赤
崎
か
ら

上
天
草
総
合
病
院
を
経
由
し
上
天
草
高
校
、

さ
ん
ぱ
ー
る
行
き
の
通
学
バ
ス
が
現
在
、
登

下
校
時
に
併
せ
て
朝
夕
４
便
を
運
行
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
生
徒
の
通
学
手
段
を
確
保

す
る
こ
と
が
目
的
。
こ
れ
を
上
天
草
総
合
病

院
へ
の
通
院
時
等
に
利
用
す
る
た
め
の
系
統

変
更
や
時
刻
調
整
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
し
か
し
、
人
間
ド
ッ
ク
や
医
療
観
光
な

ど
を
通
じ
て
病
院
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か

ら
は
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
上
天
草
市
全
体
の
路
線
バ
ス
再
編
は
、

十
分
に
検
討
し
、
見
直
し
を
行
い
た
い
。

【
質　

問
】　

ぐ
る
な
び
の
現
状
に
つ
い
て
。

【
答　

弁
（
経
済
振
興
部
長
）】　

こ
の
事
業

は
、
平
成
21
年
の
み
の
単
年
度
事
業
と
し
て

実
施
。
事
業
費
は
７
８
８
万
円
。
内
容
は
、

大
手
飲
食
情
報
サ
イ
ト
「
ぐ
る
な
び
」
に
委

託
契
約
。
関
東
圏
の
シ
ェ
フ
を
本
市
に
招
い

て
食
材
を
吟
味
し
、
市
の
食
材
を
使
っ
た
創

作
料
理
の
発
表
会
を
実
施
。
試
食
会
、
商
談

会
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
情
報
サ
イ
ト
「
ぐ

る
な
び
」
に
１
年
間
の
掲
載
を
行
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
宣
伝
効
果
に
よ
り
関
東
圏
の

店
舗
な
ど
で
市
の
食
材
が
活
用
さ
れ
て
い

る
。
上
天
草
の
安
心
安
全
な
農
林
水
産
物
や

特
産
品
を
関
西
・
関
東
圏
に
情
報
発
信
し
、

市
の
認
知
度
の
向
上
と
い
う
部
分
で
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
た
と
思
う
。

【
質　

問
】　

天
草
四
郎
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

の
運
営
状
況
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

【
答　

弁
（
経
済
振
興
部
長
）】

　

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
の
平
成
21
年
度

歳
入
は
、
６
，
５
２
６
万
円
。
歳
出
は

６
，
３
８
３
万
円
。
入
館
者
数
が
５
万
７
，

５
２
７
人
。
入
館
料
収
入
が
３
，
０
１
３
万

円
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
計
画
と
し
て
、
①
「
天
草
・
島
原

の
乱
」
に
関
す
る
新
た
な
展
示
物
②
屋
上
部

分
を
展
望
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
造
成
③
広
告
宣

伝
活
動
の
強
化
④
瞑
想
空
間
の
利
活
用
を
検

討
な
ど
が
あ
る
。

　

平
成
22
年
度
は
、
前
年
よ
り
観
光
客
が
減

少
し
て
い
る
の
で
、
今
後
の
市
へ
の
観
光
客

と
入
館
者
数
の
増
に
力
を
入
れ
る
。

【
質　

問
】　

パ
ラ
イ
ゾ
ス
ト
ロ
ー
リ
ー
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
。

【
答　

弁
（
総
務
企
画
部
長
）】　

本
市
で
は
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
訪
れ
る
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め
の
２
次
ア
ク
セ
ス
の
強
化

と
、
停
滞
が
続
く
観
光
客
数
を
増
加
さ
せ
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

観
光
循
環
バ
ス「
パ
ラ
イ
ゾ
ス
ト
ロ
ー
リ
ー
」

の
実
証
運
行
を
昨
年
８
月
よ
り
開
始
し
た
。

　

本
年
度
予
算
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
、
産
交
バ
ス
（
株
）
に
９
３
７
万
円
で
運

行
を
委
託
。
天
草
五
橋
等
の
景
勝
地
の
他
、

国
道
沿
い
の
主
要
な
観
光
お
よ
び
物
産
施
設

等
を
結
ぶ
ル
ー
ト
と
し
て
６
循
環
、
夕
陽
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
野
釜
方
面
の
ル
ー
ト

を
１
往
復
し
て
い
る
。

　

利
用
状
況
は
、
観
光
の
閑
散
期
に
入
っ
た

こ
と
か
ら
、
11
月
以
降
は
減
少
傾
向
に
あ

る
。
利
用
者
数
は
１
月
末
の
見
込
み
で
１
，

０
０
０
人
程
度
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

乗
客
数
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

年
３
月
ま
で
の
実
証
運
行
期
間
中
の
利
用
状

況
等
も
踏
ま
え
、
来
年
度
か
ら
の
本
格
運
行

に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
２
次
ア
ク
セ
ス
の
強

化
に
努
め
、
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
る
方

策
を
、
現
在
検
討
し
て
い
る
。

【
質　

問
】
財
政
の
ス
リ
ム
化
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
が
市
議
会
議
員
の
定
数
と

報
酬
の
削
減
だ
が
、
議
会
事
務
局
に
お
い
て

の
考
え
は
。

【
答
弁
（
議
会
事
務
局
長
）】　

議
員
定
数
に

つ
い
て
は
、
平
成
18
年
議
員
定
数
特
別
委
員

会
で
の
審
議
結
果
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
現
在
の
22
人
に
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
３
月
に
厳
し
い
財
政
事
情
に
鑑

み
、
議
員
の
期
末
手
当
の
５
％
カ
ッ
ト
を

10
％
カ
ッ
ト
に
す
る
条
例
改
正
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。
平
成
21
年
11
月
に
は
、
昨

今
の
社
会
・
経
済
状
況
お
よ
び
特
別
職
を
含

む
市
職
員
の
状
況
を
考
慮
し
、
議
員
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
、
一
般
の
職
員
の
例
に

合
わ
せ
る
措
置
を
講
じ
た
。

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
今
の
経
済

状
況
、
社
会
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
議

員
定
数
、
報
酬
の
ほ
か
、
議
員
に
関
係
す

る
事
柄
に

つ
い
て
検

討
を
行
う

た
め
、
特

別
委
員
会

を
設
置

す
る
な
ど

し
て
、
議

会
と
協
議

し
、
対
応

に
あ
た
り

た
い
。

　

登
用
に
つ
い
て
は
、
実
績
、
能
力
、
人
間

性
を
鑑
み
な
が
ら
適
材
適
所
に
努
め
て
い
る

の
で
当
然
女
性
の
課
長
、部
長
、場
合
に
よ
っ

て
は
副
市
長
も
考
え
ら
れ
る
。

　

上
天
草
総
合
病
院
、
ス
パ
・
タ
ラ
ソ
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
提
言
に
つ
い
て
は
非
常
に

あ
り
が
た
く
聴
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
後

の
交
流
人
口
、
観
光
、
地
域
お
こ
し
の
観
点

か
ら
考
え
て
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
、
健

康
を
テ
ー
マ
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
展
開

が
必
要
。

　

財
政
の
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て
の
ご
意
見
に

は
厳
し
い
部
分
を
感
じ
て
い
る
。
決
し
て
納

税
者
の
気
持
ち
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
よ
う

な
行
政
運
営
を
し
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
が
、

事
業
を
進
め
る
う
え
で
無
駄
な
部
分
が
あ
れ

ば
謙
虚
に
反
省
し
、
精
査
の
う
え
無
駄
の
な

い
行
政
運
営
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ぐ
る
な
び
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
は
単

年
度
で
は
な
か
な
か
出
な
い
が
、
中
長
期
的

に
は
効
果
が
出
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

パ
ラ
イ
ゾ
ス
ト
ロ
ー
リ
ー
に
つ
い
て
は
ご

指
摘
の
と
お
り
で
力
不
足
を
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
観
光
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
も
っ
と

大
が
か
り
な
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

中
で
交
流
人
口
が
拡
大
さ
れ
、
パ
ラ
イ
ゾ
ス

ト
ロ
ー
リ
ー
の
よ
う
な
観
光
循
環
バ
ス
が
運

行
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

昨
年
か
ら
観
光
再
生
元
年
と
銘
打
っ
て
動

い
て
お
り
、
観
光
協
会
の
合
併
に
も
こ
ぎ
つ

け
た
。
取
り
組
み
が
始
ま
り
１
年
目
で
課
題

も
多
い
が
、
次
の
段
階
に
向
け
て
政
策
に
取

り
組
む
。

　

議
会
に
つ
い
て
の
提
言
は
、
多
く
の
市
議

会
議
員
の
方
も
お
ら
れ
る
の
で
上
天
草
市
の

抱
え
る
課
題
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て
い

る
。

　

今
日
の
提
言
な
ど
は
持
ち
帰
っ
て
是
非
検

討
し
た
い
。

【
質　

問
】　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
た
ち
の
保
護
者
に
対
す
る
心
の
ケ
ア
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
答　

弁
（
教
育
部
長
）】　

平
成
22
年
度
の

本
市
全
体
で
特
別
支
援
学
級
は
、
小
中
学
校

合
わ
せ
て
40
人
の
児
童
生
徒
が
お
り
、
特
別

支
援
学
級
の
児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
小
中
学
校
合
わ

せ
て
22
人
の
担
任
を
配
置
し
て
い
る
が
、
各

学
校
の
先
生
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
21
人
を
特

別
支
援
学
級
の
補
助
員
と
し
て
配
置
し
て
い

る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
保
護
者
に
対
す
る
心
の
ケ

ア
と
し
て
は
、
教
育
委
員
会
で
は
直
接
保
護

者
間
の
相
談
事
な
ど
に
は
対
応
し
て
い
な
い

が
、
保
護
者
や
そ
の
児
童
へ
の
啓
発
活
動
を

随
時
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
特
別
支
援
学
級

に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
事
は
各
学
校
の

校
長
や
担
任
が
要
望
意
見
を
聴
き
な
が
ら
対

処
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
ご
と
の
特
別
支
援
学
級
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
場
と
し
て

は
、
各
学
校
の
授
業
参
観
な
ど
で
場
の
設
定

を
し
て
い
る
。
各
学
校
間
で
は
、「
白
い
雲

の
運
動
会
」
や
「
秋
の
集
い
」
な
ど
を
通
じ

て
交
流
が
持
た
れ
て
い
る
が
、
保
護
者
の
事

情
で
な
か
な
か
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
で
き
な
い
人
も
い
る
の
が
現
状
。
市
と
し

て
は
、
今
後
も
提
案
の
あ
っ
た
よ
う
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
場
の
設
定
を

行
い
、特
別
支
援
教
育
の
啓
発
に
努
め
た
い
。

【
質　

問
】　

特
別
支
援
学
級
を
卒
業
し
た
子

ど
も
た
ち
の
受
け
皿
と
し
て
、
上
天
草
高
校

へ
の
養
護
学
校
の
併
設
を
県
へ
要
望
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

る
か
。

【
答　

弁
（
教
育
部
長
）】　

現
在
、
天
草
に

は
県
立
天
草
養
護
学
校
、
重
度
障
が
い
の
子

ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
県
立
苓
北
養
護
学
校

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
は
少
子
化
に
伴
い
、
県
立
高
等

学
校
再
編
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

　

サ
ポ
ー
ト
委
員
会
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こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
新
た
に
上
天

草
高
校
に
養
護
学
校
の
併
設
を
要
望
し
て

も
、
少
子
化
お
よ
び
財
政
上
の
理
由
か
ら
、

非
常
に
厳
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
す
す
め
て
い
る
学
校
統
廃
合
で
閉
校

と
な
っ
た
学
校
跡
地
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間

企
業
に
働
き
か
け
養
護
施
設
と
し
て
有
効
に

利
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ
と
考
え
る
。

　

現
在
、
市
内
か
ら
天
草
養
護
学
校
に
通
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス
テ
ッ
プ
が
一
部
有
料
で

児
童
生
徒
の
送
迎
を
行
っ
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
中
学
校
を
卒
業

す
る
特
別
支
援
学
級
の
生
徒
の
進
路
先
の
把

握
を
今
後
も
続
け
て
い
く
。
ま
た
、
保
護
者

の
要
望
等
に
つ
い
て
も
各
学
校
を
通
じ
て
慎

重
に
聴
き
な
が
ら
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
。

　

義
務
教
育
は
市
内
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

る
が
そ
の
後
の
教
育
ま
た
は
生
活
の
場
、
働

く
場
が
市
内
に
は
な
い
。
そ
の
た
め
障
が
い

を
抱
え
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
は
、
こ
れ
か

ら
先
、
ど
の
よ
う
に
育
て
て
生
活
し
て
い
く

の
か
不
安
な
思
い
で
過
ご
し
て
い
る
。
障
が

い
を
持
つ
子
ど
も
を
家
族
が
み
れ
な
く
な
っ

た
と
き
、
誰
に
み
て
も
ら
え
る
の
か
大
き
な

課
題
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

【
質　

問
】　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
親
が

必
要
と
す
る
療
育
を
、
上
天
草
市
で
も
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
療
育
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
る
予
定
は
あ
る
か
。
ま
た
療
育
支
援
に

つ
い
て
の
市
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

【
提　

案
】　

現
在
、

大
矢
野
町
に
あ
る

交
流
の
里
「
ど
ん
ぐ

り
村
」
を
、
上
天

草
市
の
療
育
支
援

の
拠
点
施
設
と
し

て
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
と
親
を
支
援
す
る
「
療
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
し
、「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」
な
ど

を
つ
く
っ
た
り
、
学
童
保
育
が
で
き
る
よ
う

な
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、「
ど
ん
ぐ
り
村
応
援
団
」
と
し
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
や
、
上
天
草
高
校
、

上
天
草
市
立
看
護
専
門
学
校
、
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
と
の
連
携
を
図
っ
た
り
、
地
域
の
中
で

障
が
い
の
あ
る
人
と
の
交
流
が
で
き
る
よ

う
「
ど
ん
ぐ
り
村
の
日
」
を
定
め
、
年
に
一

度
の
お
祭
り
を
開
催
し
た
り
し
て
は
い
か
が

か
。

　

色
々
な
人
が
集
ま
り
、
み
ん
な
を
笑
顔
に

で
き
る
ふ
れ
あ
い
の
場
「
ど
ん
ぐ
り
村
」。

そ
ん
な
「
人
に
や
さ
し
い
療
育
支
援
の
拠
点

施
設
」と
な
る
こ
と
を
切
に
望
み
提
案
す
る
。

【
答　

弁
（
健
康
福
祉
部
長
）】　

市
の
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、交
流
の
里「
ど

ん
ぐ
り
村
」
に
在
宅
の
障
が
い
者
支
援
事
業

を
委
託
し
て
お
り
、
雇
用
や
就
労
が
困
難
な

方
が
機
能
訓
練
、
社
会
適
用
訓
練
等
を
行
う

た
め
に
こ
の
施
設
に
通
い
、
知
的
、
身
体
、

精
神
等
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
に
応
じ
た
作
業

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
の
一
部
屋
を
障
が
い
者

親
の
会
の
活
動
場
所
と
し
て
使
用
し
て
お

り
、
地
域
の
中
で
障
が
い
の
あ

る
人
と
の
交
流
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

療
育
支
援
に
つ
い
て
は
、
今

後
障
が
い
や
そ
の
心
配
の
あ
る

子
ど
も
を
対
象
に
早
期
発
見
と

早
期
療
育
、
保
護
者
と
の
各
種

療
育
相
談
、
巡
回
訪
問
な
ど
を

行
い
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
が

健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
分
野
と
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
人

に
や
さ
し
い
療
育
支
援
、
障
が
い
児
（
者
）

支
援
を
目
指
し
て
取
り
組
み
た
い
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
上
天
草
市
立
保
育
所
適

正
化
実
施
計
画
を
踏
ま
え
、
合
津
保
育
園
の

今
後
の
活
用
の
中
で
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

施
設
と
し
て
現
在
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
存
続
し
、
併
せ
て
天
草
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー
等
関
係
機
関
の
支
援
を
受
け
、
市
に
不

足
し
て
い
る
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
療
育

支
援
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
市
が
直
営
で
実
施
す
る
場
合
の
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
、
現
在
健
康
福
祉
部
内
で

協
議
を
す
す
め
て
い
る
。

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
こ
れ
か
ら

ど
う
支
援
す
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
具
体

的
な
提
言
を
い
た
だ
い
た
。
日
本
国
憲
法
に

誰
も
が
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
当

然
我
々
行
政
側
と
し
て
も
全
て
の
方
々
に
そ

う
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
政
治
の
責
任
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

市
に
養
護
学
校
の
設
置
が
で
き
な
い
か
と

提
言
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
上
天
草

高
校
と
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ど
ん
ぐ
り
村
の
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
活

動
を
見
て
心
に
迫
る
も
の
が
あ
る
。
彼
ら
の

ど
ん
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
て
で
も
自
分
な
り

に
懸
命
に
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
に
、

訪
ね
る
た
び
心
が
洗
わ
れ
、
自
分
に
で
き
る

事
は
な
に
か
と
多
々
考
え
る
。

　

市
で
は
、
逓
送
便
の
業
務
委
託
と
施
設
の

改
修
な
ど
の
予
算
を
県
か
ら
い
た
だ
く
な
ど

側
面
支
援
を
し
た
。
今
後
も
、
ど
う
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
か
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ど
ん
ぐ
り
村
に
限
ら
ず
障
が
い
の

あ
る
方
の
ご
家
族
の
会
「
れ
い
ん
ぼ
う
」
が

あ
り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
は
存
じ
て
い

る
。
今
回
の
提
言
で
、
思
い
が
我
々
行
政
側

に
も
伝
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】　

国
道
沿
線
の
荒
地
や
耕
作
放
棄

地
に
花
を
植
え
る
予
定
は
あ
る
か
。

【
提　

案
】　

草
花
だ
け
で
な
く
彼
岸
花
・
水

仙
・
山
百
合
な
ど
球
根
類
で
後
に
つ
な
が
る

植
栽
を
す
れ
ば
四
季
を
通
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答　

弁
（
経
済
振
興
部
長
）】　

現
在
、
市

と
し
て
国
道
沿
線
の
荒
れ
地
や
耕
作
放
棄
地

に
花
を
植
え
る
予
定
は
な
い
。
し
か
し
、
３

月
の
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業

を
契
機
と
し
て
、
行
政
と
民
間
事
業
者
が
一

体
と
な
っ
て
市
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
、
上
天
草
市
地
域
振
興

協
議
会
の
「
お
も
て
な
し
部
会
」
に
お
い
て
、

１
号
橋
周
辺
か
ら
の
国
道
沿
線
に
新
た
に
19

カ
所
約
４
５
９
㎡
の
花
の
植
栽
を
実
施
す
る

予
定
。
ま
た
、
認
定
農
業
者
の
方
々
に
協
力

を
得
て
耕
作
放
棄
地
に
作
物
を
栽
培
し
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
向
け
て
努
力
を
し
た
い
。

　

球
根
類
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
管
理
を
行

え
ば
複
数
年
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
今
以
上
の
花
の
植
栽
、
管
理
を
行
う
た

め
に
は
、
行
政
の
み
の
取
り
組
み
で
は
限
界

も
あ
る
の
で
、
各
種
団
体
を
は
じ
め
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
。
ま
た
、
地
権
者

の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
第
一
。

【
質　

問
】　

現
在
の
花
植
栽
予
算
で
は
、
観

光
客
へ
の
お
も
て
な
し
効
果
は
期
待
で
き
な

い
。
予
算
の
増
額
の
予
定
は
あ
る
か
。

【
提　

案
】　

市
は
、「
美
し
い
上
天
草
市
づ

く
り
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

国
道
沿
線
の
現
状
を
見
て
み
る
と
四
季
を
通

じ
て
の
花
い
っ
ぱ
い
に
は
程
遠
く
、
パ
ラ
イ

ゾ
の
イ
メ
ー
ジ
も
感
じ
ら
れ
な
い
。そ
こ
で
、

官
民
一
体
で
「
上
天
草
市
お
も
て
な
し
夢
の

花
海
道
」
の
実
現
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

【
答　

弁
（
経
済
振
興
部
長
）】　

観
光
振
興

の
予
算
は
、
市
の
重
点
分
野
と
し
て
増
額
を

行
う
方
向
で
平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
を
す

す
め
て
い
る
。

   

質
問
に
対
す
る
予
算
は
、
現
行
の
予
算
案

程
度
で
、
今
ま
で
以
上
の
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

上
天
草
市
お
も
て
な
し
夢
の
花
海
道
に
つ

い
て
は
、
何
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
不
可
欠
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
団
体
や

地
域
の
方
の
ご
協
力
で
花
の
植
栽
や
日
常
の

管
理
で
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
年
間

を
通
じ
た
管
理
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
い
く
の
が
難
し
い
。
今
後
、

観
光
協
会
な
ど
各
種
団
体
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
お
も
て
な
し
に
対
す
る
取
り
組
み
が
な
お

一
層
向
上
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

【
質　

問
】　

観
光
形
態
が
団
体
か
ら
個
人
型

に
変
化
し
て
い
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

上
天
草
市
内
の
交
通
ア
ク
セ
ス
（
公
共
交
通

機
関
）
で
は
、
観
光
客
の
趣
向
を
カ
バ
ー
で

き
て
い
な
い
。
具
体
策
は
あ
る
の
か
。

【
提　

案
】　

個
人
型
観
光
に
対
応
す
る
た
め

に
施
設
の
ガ
イ
ド
が
で
き
る
タ
ク
シ
ー
運
転

手
の
「
サ
ポ
ー
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
」
育
成
を
提

案
。
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
お
も
て
な
し
で
、
観

光
客
の
満
足
度
ア
ッ
プ
を
狙
う
。

【
答　

弁
（
経
済
振
興
部
長
）】　

本
市
の
公

共
交
通
機
関
は
、
路
線
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、

船
舶
が
あ
る
が
、
距
離
や
料
金
を
気
に
せ
ず

観
光
施
設
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
交
通
機
関

が
な
く
、
観
光
客
の
移
動
に
不
便
が
生
じ
て

い
た
。
そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
８

月
よ
り
観
光
循
環
バ
ス
「
パ
ラ
イ
ゾ
ス
ト

ロ
ー
リ
ー
」
の
実
証
運
行
を
開
始
し
た
が
観

光
客
の
趣
向
を
十
分
に
カ
バ
ー
し
き
れ
て
い

な
い
こ
と
も
承
知
し
て
お
り
、
今
後
の
課
題

だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
全
線
開
業
後

は
、
本
市
に
訪
れ
る
観
光
客
も
一
定
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
実
証
運
行

結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
度
か
ら
の
本
格
運
行

た
ち
あ
が
れ
↗

上
天
草
委
員
会

に
向
け
て
、
観
光
客
の
満
足
度
が
高
ま
る
よ

う
な
運
行
形
態
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
九

州
新
幹
線
の
新
ダ
イ
ヤ
に
併
せ
て
、
既
存
路

線
バ
ス
の
運
行
時
刻
の
調
整
等
を
行
い
、
観

光
客
は
も
と
よ
り
市
民
の
利
便
性
が
少
し
で

も
向
上
す
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
。

　

平
成
21
年
度
の
雲
仙
天
草
観
光
圏
整
備
事

業
に
お
い
て
、
天
草
観
光
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

資
格
認
定
試
験
の
制
度
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。

　

こ
れ
は
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
等
が
天
草
に

つ
い
て
の
十
分
な
知
識
と
理
解
を
深
め
、
観

光
客
に
対
し
て
そ
の
知
識
を
も
と
に
し
た
適

切
な
対
応
と
地
域
全
体
で
の
お
も
て
な
し
の

向
上
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
。こ
れ
に
は
、

上
天
草
市
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
か
ら
の
参
加

は
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
天
草
観
光
タ
ク
シ
ー
優
良
ド

ラ
イ
バ
ー
認
定
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
度
も
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。
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【
質　

問
】　

観
光
客
の
国
際
化
に
よ
り
案
内

板
等
の
多
言
語
化
は
不
可
欠
。
上
天
草
市
に

お
い
て
は
、
他
言
語
の
看
板
は
少
な
い
が
設

置
に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
は
あ
る
か
。

【
提　

案
】　

１
号
橋
駐
車
場
の
観
光
案
内
板

を
「
よ
う
こ
そ
上
天
草
市
へ
」
の
４
カ
国
語

（
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
）
の

案
内
表
示
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
答　

弁
（
経
済
振
興
部
長
）】　

案
内
板
に

つ
い
て
は
、
他
言
語
で
の
表
記
を
含
め
て
、

観
光
客
の
移
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
誘
導
で
き
る

よ
う
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
場
所
な
ど
全
体
的
な

検
討
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

１
号
橋
駐
車
場
の
案
内
板
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
く
さ
四
郎
観
光
協
会
が
設
置
し
て
お
り

提
案
に
つ
い
て
は
観
光
協
会
に
伝
え
た
い
。

そ
の
他
観
光
案
内
板
に
つ
い
て
も
観
光
協
会

を
含
め
て
今
後
、
見
直
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】　

こ
れ
か
ら
の
６
次
産
業
化
に
つ

い
て
新
た
な
考
え
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　

観
光
に
つ
い
て
取
り
組
み
が
不
十
分
で
は

な
い
か
、と
い
ろ
い
ろ
な
指
摘
を
受
け
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
日
々
認
識
し
て
い
る
。　

　

で
き
る
こ
と
か
ら
速
や
か
に
、
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
指
摘
い
た
だ
い
た
４
カ
国
語
表

記
等
は
速
や
か
に
検
討
し
た
い
。
３
月
12
日

に
新
幹
線
が
開
業
す
る
の
で
、
そ
の
後
の
展

開
は
海
道
博
を
中
心
に
検
討
を
し
て
い
る

が
、我
々
と
し
て
も
独
自
の
検
討
を
し
た
い
。

　

観
光
客
誘
致
の
中
で
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
へ

の
講
習
は
、
我
々
の
自
治
体
に
マ
ッ
チ
す
る

取
り
組
み
だ
と
思
う
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
問
題
で
レ
ン
タ
カ
ー
等

も
他
の
地
域
で
は
電
気
自
動
車
を
使
う
な
ど

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
我
々
も
そ
う
し

～みんなで つな G
ごー

o! かい～を開催
　１月 29 日、松島総合センター「アロマ」
で平成 22年度上天草市男女共同参画フォー
ラム～みんなでつな Go! かい～が行われま
した。
　このフォーラムは「つなぎあい 男

と も

女につ
くろうこころかようまち」を基本理念とし
て、市の男女共同参画社会の実現を目指す
ために、上天草市男女共同参画週間（1月
24 日～ 30 日）に合わせて行われたもの。
　この日は、さくらコール♪によるコーラ
スに始まり、人権擁護委員による寸劇、南
慧昭さんによる講演などが行われました。
会場には多くの市民が集まり男女共同参画
について考えました。

▲オープニングのコーラス♪＆本の読み聞かせ
　 ▲人権擁護委員による寸劇

　

▲女性議会についての報告
　

▲南住職による講演
　

　

た
観
点
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
観
光
客

を
誘
致
す
る
際
に
は
、
指
摘
の
あ
っ
た
お
も

て
な
し
の
心
を
根
底
と
し
、
そ
の
中
で
具
体

的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、
花
い
っ
ぱ
い
の
道

づ
く
り
の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
た
が
実
現

に
至
ら
ず
力
不
足
を
感
じ
て
い
る
。
一
つ
紹

介
で
き
る
の
が
宮
津
公
園
に
現
在
花
の
整
備

を
し
て
お
り
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
と
ハ
イ
ビ

ス
カ
ス
を
試
験
的
に
植
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
順
次
拡
大
し
て
い
き
た
い
。　

　

６
次
産
業
化
に
つ
い
て
、
上
天
草
の
戦
略

的
な
強
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
食
」
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
で
は
、
食
品
の

開
発
に
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
、
市
の
食
材
を

加
工
し
た
サ
ン
プ
ル
品
を
た
く
さ
ん
作
っ
て

百
貨
店
や
飲
食
店
、
あ
る
い
は
海
外
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
し
て
い
き
た
い
と
い
う
構
想
を

も
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
経
済
の
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。
そ
の
観

点
か
ら
い
う
と
女
性
の
価
値
観
は
非
常
に
大

事
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

い
た
だ
き
上
天
草
市
の
特
産
、
お
土
産
な
ど

作
っ
て
欲
し
い
。

　

食
が
世
間
に
広
く
認
知
さ
れ
る
と
観
光
客

の
拡
大
も
図
ら
れ
る
。
美
味
し
い
も
の
が
あ

れ
ば
是
非
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
傾
向
が
あ

り
、
当
市
と
し
て
は
海
の
物
、
山
の
物
な
ど

美
味
し
い
も
の
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
の
で
そ

れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
現
在
福
岡
の
企
業
と
共
同
の
作
業

を
す
す
め
、
車
え
び
の
香
港
へ
の
輸
出
が
整

い
つ
つ
あ
る
。

　

国
内
だ
け
で
は
な
く
い
ろ
い
ろ
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
拓
し
、
６
次
産
業
化
で
上
天
草

市
は
ト
ッ
プ
を
狙
い
た
い
。

　

２
時
間
が
短
く
感
じ
ら
れ
た
。
皆
さ
ん
方

の
提
言
は
高
度
で
我
々
に
と
っ
て
あ
り
が
た

い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。
私
を
含
め
て
行
政

全
般
に
亘
っ
て
持
ち
帰
り
、
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
速
や
か
に
実
行
し
す
す
め
た
い
。

　

女
性
の
社
会
進
出
に
よ
り
、
新
し
い
道
、

よ
り
明
る
い
未
来
が
開
け
る
の
で
は
な
い

か
。
女
性
の
力
が
社
会
を
動
か
す
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
観
点
か
ら
上
天
草
市
は
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
せ
た
と
思
う
。

　

今
回
が
初
め
て
の
開
会
と
な
っ
た
が
、
是

非
次
も
開
会
し
、
男
女
共
同
参
画
の
歩
み
を

す
す
め
て
い
き
た
い
。

市
長
講
評
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【年令別の状況（H21）】

【原因別の状況（H21）】

【自殺者数の状況】

H18 H19 H20 H21
0

100

200

300

600

500

400

男性 女性 総数

H18 410 138 548

H19 373 127 520

H20 341 341 468

H21 357 357 484

総

男

女

～ 19歳（1.2％）
20 ～ 29 歳（9.1％）

30～39歳（11.4％）

40 ～ 49 歳
（14.9％）

50 ～ 59 歳
（24.8％）

50 歳～
（38.6％）

【職業別の状況（H21）】

不詳（1.2％）
自営業（11.4％）

被雇用者（29.1％）
無職者
（56.0％）

学生・生徒
（1.2％）

その他（5.6％）
家庭問題（10.3％）

健康問題
（50.0％）

経済・生活問題
　　　（24.8％）

勤務問題（24.8％）
男女問題（3.3％）

学校問題（0.9％）

　

○熊本精神保健福祉センター　　☎ 096（386）1166
○熊本こころの電話　　　　　　☎ 096（285）6688
○熊本いのちの電話　　　　　　☎ 096（353）4343
○熊本県天草保健所　　　　　　☎ 0969（23）0172
○上天草市役所　福祉課　　　　☎ 0969（56）1111

●対象者

●個別相談

①開催日時

②相談方法

●グループミーティング「かたらんね」
　

①開催日時

②参加方法

【開催場所・問合せ先】　 ☎

自死遺族のご相談について

～３月は「自殺予防強化月間」～

熊本県の自殺者の現状（平成 21年熊本県警資料をもとに作成）

自殺を考えている人のこころは…

自殺を考えているとみられる人への対応

好ましい対応 好ましくない対応

あなたのこころの健康状態はどうですか？

こころの悩み相談窓口
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花の植栽事業を実施

▲一つひとつ丁寧に植え付けを行う参加者

熊本県農林水産業功労者表彰

▲蒲島知事から表彰状を手渡される森さん

創造ネット・二間戸

▲設置した案内板の前で

上天草市役所でサポーター養成講座開催

▲受講する市職員ら

天草広域連合消防本部松島分署

【厚生労働大臣感謝状（６年以上）】、【上天草市長感謝状】
《大矢野町》

《松島町》　

《姫戸町》

《龍ヶ岳町》　

【県知事感謝状（３年以上６年未満）】、【上天草市長感謝状】
《大矢野町》

《松島町》
《姫戸町》
《龍ヶ岳町》
【上天草市長感謝状】
《大矢野町》

▲訓練を行う松島分署職員

花いっぱいでおもてなし

デコポン一筋20年

地元のシンボル念珠岳の山道整備 新たに58人の認知症サポーターが誕生

文化財防火デーに合わせ訓練
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子どものための優れた舞台芸術体験事業

▲姿勢を正して鑑賞する姿に「今までで一番」との言葉が

第 11回菜の花ウォーキング開催

▲たくさんの参加者を菜の花がお出迎え！

熊本県農業コンクール大会で地域貢献賞

▲天草黒牛のブランドを守る源さん

塚本浩
ひ ろ や

也 松島町阿村地区
社会福祉法人 愛光園 保育士

子どもが大好き！男性保育士として活躍男女共同参画シリーズ

さん

第９回天草四郎ふるさと物産まつり

▲会場には「ロアッソくん」も登場

「失敗から学ぶ実践報告会」および講演会

▲プロジェクターを使って分かりやすく説明

児童生徒らが「能楽」を鑑賞
上天草の景色を眺めながらウォーキング

「天草黒牛」のブランド化に貢献市の農林水産物をＰＲ！

ユニットケアの本質と地域
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アロマクラブ設立総会

平成 22年度郷友会総会開催
【関西地区の総会開催】

【関東地区の総会開催】

●郷友会からのお願い● ●連絡先：各会長●

☎
☎
☎
☎
☎

農林水産物加工品開発研究センター開設記念事業

▲講演する土山総支配人

観光客誘致に向けた受入体制の整備

▲ごみを拾う参加者ら

おはなし ぽっかぽか結成５周年記念

▲園児らと合唱するさくらコール♪の皆さん

▲挨拶をする深井会長

第 10回登立地区福祉ふれあいのつどい

▲敬う心と感謝の気持ちが通いあう肩たたき

だれでも、楽しく、たくさんの人と交流を

これからの産業革新がんばる上天草講演会

きれいな景色でおもてなし

読み聞かせと歌のコラボレーション

地域に感謝。みんなで支え合い
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き
っ
か
け
は
安
さ
と
手
軽
さ

　

（
Ｕ
）
ま
ず
、
値
段
が
２
千
円
と
安
か
っ
た

こ
と
。

　
　
　

そ
れ
か
ら
地
元
の
個
人
病
院
で
も
受

診
で
き
る
こ
と
で
受
け
ま
し
た
。

　

と
り
あ
え
ず

　
　

ハ
イ
リ
ス
ク
対
策
検
診
を
受
診

　　
（
Ｕ
）
特
定
健
診
を
受
け
た
後
に
、
市
か
ら

説
明
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
中
性
脂
肪
と

血
糖
値
が
少
し
高
い
く
ら
い
だ
っ
た
の

で
す
が
、
案
内
を
渡
さ
れ
た
の
で
、
無

料
だ
っ
た
し
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
と
思

い
受
診
し
て
み
ま
し
た
。

　

受
診
の
結
果
は
…
命
拾
い

　

（
Ｕ
）
率
直
に
「
命
拾
い
し
た
！
」
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
　
　

実
は
、
昨
年
３
月
ご
ろ
か
ら
歩
く
と

太
も
も
付
け
根
を
中
心
に
足
の
痛
み
が

あ
り
歩
行
困
難
に
な
っ
て
い
て
、
整
形

外
科
や
整
骨
院
な
ど
を
何
回
も
受
診
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

原
因
不
明
の
診
断
で
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
検
診
の
結
果
、
左
足
の
大

動
脈
の
「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
」
の
診

断
で
、
動
脈
硬
化
の
進
行
で
血
管
の
詰

ま
り
が
原
因
の
痛
み
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
検
診

で
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
ま
し

た
。
こ
の
検
診
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
ご
ろ
私
の
体
は
…
と
思
う
と

ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

　
　
　

検
診
後
、
す
ぐ
に
手
術
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
痛
み
が
す
っ
か
り
な

く
な
り
、歩
く
の
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

あ
り
が
た
い
毎
日
で
す
。
食
事
も
以
前

に
比
べ
て
野
菜
を
多
く
摂
る
よ
う
に
す

る
な
ど
生
活
に
も
気
を
つ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
受
診
を
！

　

（
Ｕ
）
こ
れ
ま
で
自
分
は
健
康
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
特
定
健
診
を
受
け
た

こ
と
で
病
気
の
早
期
発
見
が
で
き
ま
し

た
。
私
の
よ
う
に
健
康
に
自
信
が
あ
る

方
や
病
院
嫌
い
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
で

は
気
づ
か
な
い
病
気
が
隠
れ
て
い
た
り

進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

上
天
草
市
で
は
、
昨
年
６
月
か
ら
住
民
健
診
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
将
来
的
に
糖
尿
病
な
ど
の
動
脈
硬
化
に
よ

る
病
気
を
発
症
す
る
可
能
性
が
高
い
方
に
、
新
た
に
ハ
イ
リ
ス
ク
対
策
検
診

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
の
検
診
を
受
け
て
早
期
発
見
に
つ
な
が
っ
た
松
島
町
阿
村
の
Ｕ

さ
ん
（
男
性
）
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●特定健診

●ハイリスク対策検診
　

次
回
４
月
号
か
ら
、
健
康
に
ま
つ

わ
る
作
品
を
こ
の
ペ
ー
ジ
に
毎
月
掲

載
し
ま
す
。
あ
な
た
が
作
っ
た
川
柳

に
、
①
住
所
②
氏
名
③
希
望
時
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
添
え
て
健
康
づ
く
り
推
進

室
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
な
た
の
熱
い

思
い
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
愉
快
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。　

▼
宛
先　

〒
８
６
１
‐
６
１
９
２

　

市
保
健
課
健
康
づ
く
り
推
進
室

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１

　

平
成
23
年
度
の
住
民
健
診
申
込
票
を
、
各

区
長
を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
付
し
ま
す
。
健

診
の
詳
し
い
内
容
や
料
金
に
つ
い
て
は
、
申

し
込
み
に
同
封
さ
れ
て
い
る
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
生
活
習
慣
病
の

予
防
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
、年
に
１
回
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
申
し
込
み
提
出
先　

各
区
長

▼
申
し
込
み
提
出
期
限　

３
月
25
日

▼
集
団
健
診
の
日
程　

７
月
〜
10
月
の
予
定

で
す
。
結
核
肺
が
ん
検
診
は
６
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
住
民
健
診

　
　
　

 

申
込
票
を
配
付

健診名 対象者 料金 検査内容
生活習慣病健診 30～ 39歳 2,000 円

血液検査、尿検査、医師の診察、計測（身
長・体重・腹囲）、心電図検査など上天草市国保特定健診

40～ 74歳の国保加入の方 1,000 円
国保加入で 40・45・50・55歳 無料

後期高齢者医療健診 75 歳以上または 65 ～ 74 歳で
該当の方 800 円 血液検査、尿検査、医師の診察、計測（身

長・体重）。心電図は医師の判断で実施
大腸がん検診 30歳以上 500 円 2日間分の検便検査
胃がん検診 30歳以上 1,400 円 バリウムでのレントゲン検査

子宮頸がん検診
20歳以上の女性 1,200 円 子宮頸部検診です。子宮頸部の視診・

内診・細胞診（粘膜を少量採取する検査）
21・26・31・36・41歳女性 無料 無料クーポン券を後日郵送します

乳房超音波検診 30 歳以上の女性、40 歳以上の
奇数年齢の女性 1,000 円 超音波による乳がん検診

マンモグラフィー検診
40歳以上の偶数年齢の女性 1,400 円 乳房を挟んで撮影するレントゲン検査
41・46・51・56・61 歳女性 無料 無料クーポン券を後日郵送します

骨粗しょう症検診
30歳以上 2,000 円

かかと部分を超音波で測定
40・45・50・55・60・65・70 歳の女性 600 円

前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,600 円 採血によるＰＳＡ検査
結核・肺がん検診 30歳以上 500 円 胸部のレントゲン検査、喀痰検査

腹部超音波検診 30歳以上 1,600 円

超音波で肝臓・胆のう・腎臓などを検
査します
B型肝炎抗原・C型肝炎抗体検査
※健診当日の申し込みになります。

乳
が
ん
検
診

平成 23年度住民健診内容　※年齢は平成 23年度末（Ｈ 24年 3月 31 日時点）の年齢です

　

男
性
に
増
え
て
い
る
前
立
腺
が
ん
は
、
血

液
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
平
成
23
年
度
か
ら
新
た
に
、
50
歳
以
上

の
男
性
を
対
象
に
前
立
腺
が
ん
検
診
（
Ｐ
Ｓ

Ａ
検
診
）
を
実
施
し
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
検
診
を
開
始

　

下
の
表
に
あ
る
よ
う
に
、
国
保
特
定
健

診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
診
は
該
当
年
齢
の
方
は
無
料
で

受
診
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
活
か
し

ま
し
ょ
う
！

無
料
で
受
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス

　

集
団
健
診
の
他
に
、
上
天
草
市
内

の
医
療
機
関
で
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
が
あ
る
方
、
集

団
健
診
で
都
合
が
悪
い
方
は
個
別
健

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
健
診
の
時
期　

平
成
23
年
７
月
１

日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日　

▼
健
診
機
関
名
や
受
診
の
方
法
等
、

詳
し
く
は
住
民
健
診
の
お
知
ら

せ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

上
天
草
市
国
保
特
定
健
診
と
後
期
高

齢
者
医
療
健
診
は
市
内
の
医
療
機
関

で
も
受
診
で
き
ま
す
。（
個
別
健
診
）

　

特
定
健
診
を
受
診
す
る
に
は
、
健

康
保
険
証
と
健
診
の
内
容
等
を
記
し

た
受
診
券
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
受

診
券
は
ハ
ガ
キ
大
で
、
対
象
者
の
方

に
は
６
月
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
。

特
定
健
診
に
は
、
受
診
券
と
保
険
証

が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
先
】　

市
保
健
課
国
保
係
・

健
康
づ
く
り
推
進
室

　

☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１
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月 月
月 月

木

水

月

月

用意するもの

水
火
木
水
火
木
水
木
木
木
火
水
木

【場　所】

【用意するもの】 

木 木

木
【場所】　 　

３

吉田クリニック
〈内〉

（大矢野町中）
☎0964（57）0246

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3583

10

しまだ小児科
〈小・内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0005

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎ 0969（58）3102

17
中村達男医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎ 0964（56）0006

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎ 0969（58）2148

24
福本眼科〈眼〉

（大矢野町上）
☎ 0964（56）0508

上天草総合病院
〈内〉

（龍ヶ岳町高戸）
☎ 0969（62）1122

29 宮崎外科胃腸科医院〈外・消〉
（大矢野町上）
☎ 0964（56）0600

診療時間

【市外の医療機関で接種をされた方へ】

【問合せ先】

☎

新型インフルエンザワクチン接種
費用助成の終了について

水

水

火

子宮体がん

子宮体部 子宮

子宮頸がん

子宮頸部

膣がん卵巣がん 膣

卵管卵管がん

初回 2回目
1ヵ月後

3回目
6ヵ月後

予
防
効
果

ポイント①　ワクチン接種で感染による発症率を抑えましょう。
ポイント②　子宮頸がん検診を毎年受けがんを早期発見しましょう。

子宮頸がん検診　＋　子宮頸がん予防ワクチン　
　　　　　　　　　　　　＝　さあ！今日から子宮頸がん予防始めましょう！

【日本人の子宮頸がん患者の
　　　　　　発がん性HPV感染率】

【子宮の構造と女性性器がんの種類】

【接種スケジュールと感染予防効果】

３回きちんと接種
することが大切！

Ｑ１「子宮頸がん」ってどんな病気？

Ｑ２「子宮頸がん」の原因は何？

Ｑ３ワクチンのことを知りたいのですが？

HPV16 型・18 型
子宮頸がんから
多くみつかる
発がん性HPV

その他の
発がん性HPV

Ｑ４ワクチン接種したら一生子宮頸がんになりませんか？

約 60％
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市立病院
だより

★問合せ先　上天草総合病院
 ℡ ０９６９（６２）１１２２（代表）
 FAX ０９６９（６２）１５４６
 ホームページ
 http://www.cityhosp-kamiamakusa.jp
 Ｅメール
 　kamiama@cityhosp-kamiamakusa.jp

　

上
天
草
総
合
病
院
で
は
、
毎
月
１
回
「
地

域
医
療
連
携
室
会
議
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
連
携
室
と
い
う
部
署
は
、
今
か

ら
５
年
ほ
ど
前
に
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
を

中
心
と
し
た
、
当
院
と
医
療
施
設
と
の
連
携

で
す
。

　

患
者
さ
ん
の
か
か
り
つ
け
医
（
た
と
え
ば

開
業
医
）
と
当
院
と
の
連
携
、
熊
本
都
市
圏

に
あ
る
大
き
な
病
院
と
当
院
の
連
携
あ
る
い

は
、
当
院
と
介
護
施
設
と
の
連
携
な
ど
で
、

地
域
医
療
連
携
室
が
そ
の
窓
口
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

実
際
の
業
務
内
容
と
し
て
は
①
他
施
設
の

医
療
機
関
か
ら
当
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
患

者
さ
ん
の
受
付
と
予
約 

②
紹
介
い
た
だ
い
た

医
師
へ
の
報
告
書
お
よ
び
検
査
結
果
の
郵
送 

③
紹
介
に
対
す
る
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
の

問
合
せ
へ
の
対
応 

④
近
隣
開
業
医
に
対
し
て

当
院
検
査
機
器
の
共
同
利
用
の
運
用
⑤
外
来

担
当
表
や
病
診
だ
よ
り
「
地
域
医
療
連
携
室

通
信
」
の
発
行
と
送
付
⑥
当
院
で
行
う
研
究

会
・
講
演
会
等
の
開
催
案
内
⑦
そ
の
他
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

上
天
草
総
合
病
院
の
理
念
は
「
信
頼
さ
れ

る
地
域
医
療
」
で
す
。

　

地
域
医
療
と
は
、
時
に
僻
地
医
療
と
重
な
っ

た
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

都
市
圏
に
対
し
て
、
地
域
市
町
村
と
い
っ
た

地
方
の
中
で
お
こ
な
う
医
療
で
す
。

　

都
市
圏
や
大
学
で
の
医
療
に
対
し
、
地
方

で
の
医
療
は
、
医
療
者
と
地
域
の
方
と
が
身

近
に
接
し
、
よ
き
信
頼
関
係
が
築
か
れ
る
こ

と
は
中
央
の
医
療
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な

も
の
で
す
。
上
天
草
総
合
病
院
の
医
療
従
事

者
は
、
中
央
の
医
療
者
に
負
け
な
い
く
ら
い

の
気
持
ち
で
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
医
療
を
行
う
こ
と
で
、
地
元
の

方
が
不
安
な
く
、
ま
た
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
ま
で

出
か
け
る
こ
と
な
く
医
療
が
受
け
ら
れ
る
な

ら
ば
、
私
た
ち
が
勤
務
し
て
い
る
目
的
も
半

ば
達
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

実
際
の
医
療
内
容
は
、
患
者
さ
ん
の
個
々

の
状
況
か
ら
担
当
医
が
最
適
と
考
え
ら
れ
る

治
療
を
提
供
す
る
も
の
で
、
患
者
さ
ん
の
身

体
状
態
や
社
会
的
な
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
個
々
に
お
い
て
異
な
っ

て
く
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

　

私
た
ち
が
提
供
し
よ
う
と
す
る
治
療
の
中

に
は
、
当
院
で
十
分
可
能
な
治
療
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
な
か
に
は
、
当
院
で
は
検

査
や
治
療
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
な
検
査
だ
が
当
院
に
は
検
査
機
器
が

な
い
も
の
や
他
の
医
療
施
設
で
行
わ
れ
て
い

る
治
療
法
が
適
し
て
い
る
と
判
断
し
た
場
合

は
、
そ
れ
が
可
能
な
と
こ
ろ
へ
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
医
療
を
提
供
す
る
私
た
ち
と

受
け
る
側
の
地
元
の
方
と
の
信
頼
関
係
を
大

事
に
し
、
他
院
へ
の
紹
介
を
含
め
た
最
適
な

医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

 

上天草総合病院と
　　　地域医療連携

上天草市立　上天草総合病院
副院長兼地域医療連携室室長
福田　誠

日本紅斑熱についての講演会開催

第 29回上天草総合病院学会を開催

■問合せ先

写真・絵画等を募集します！

▲講演会の様子

▲上天草総合病院学会の様子
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■図書館おはなし会（30分～１時間）
【大矢野】

【中　央】
【姫　戸】
【龍ヶ岳】
【対　象】

■あかちゃんおはなし会（約 20分）

○上天草市日本語教室

○第５回上天草市小中学生
　　　　　　　　クラブ対抗団結駅伝大会

＜結果＞
　中学生　男子の部

女子の部
　小学生　男子の部

女子の部

▲中学生　男子の部
　阿村中学校野球部

▲中学生　女子の部
　教良木中学校バレー部

▲小学生　男子の部
　維和小Ａ

▲小学生　女子の部
　維和小Ａ

2011 ＪリーグDivision2 ロアッソ熊本試合日程

©AC KUMAMOTO
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心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

●社会教育課
　☎0969（56）1111
●中央公民館
　☎0969（56）0777
●大矢野自然休養村
　管理センター
　☎0964（56）4393

☎
•

☎
•

☎
•

☎
•

今月の本
ほ ん

３月のテーマ「春 !!」
４月のテーマ「新しい生活」

2011.3 月号



　

実
施
す
る
主
な
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
効
率
的
な
生
産
方
法
や
農
業
法
人
設
立
、

事
業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
セ

ミ
ナ
ー

▼
農
水
産
物
の
加
工
品
開
発
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー

▼
魅
力
あ
る
宿
泊
施
設
づ
く
り
、
観
光
戦
略

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

▼
就
職
面
談
会
の
開
催

▼
お
し
ご
と
情
報
の
発
信
事
業

▼
人
事
労
務
管
理
の
相
談
事
業

■
実
施
期
間　

３
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で

■
雇
用
創
出
目
標　

▼
新
規
雇
用
創
出　

80
人
（
23
年
度
40
人
・

24
年
度
40
人
）

▼
う
ち
起
業
者
数　

５
人
（
23
年
度
２
人
・

24
年
度
３
人
）

■
そ
の
他　

本
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た

め
、
事
務
員
と
し
て
事
業
推
進
員
１
人

と
職
業
相
談
員
１
人
の
募
集
を
予
定
。

■
問
合
せ
先　

上
天
草
地
域
産
業
・
雇
用
創

出
協
議
会
（
事
務
局
：
市
企
業
誘
致
課
）

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

vol.48

　

市
お
よ
び
経
済
団
体
な
ど
で
構
成
す
る

「
上
天
草
地
域
産
業
・
雇
用
創
出
協
議
会
」（
会

長
・
川
端
市
長
）
で
は
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

に
対
す
る
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
の
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
（
パ
ッ

ケ
ー
ジ
事
業
）
の
委
託
を
受
け
、
本
年
３
月

末
か
ら
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
雇
用
の
拡
大

を
後
押
し
す
る
た
め
、
事
業
主
向
け
・
求
職

者
向
け
の
各
種
講
座
等
の
事
業
を
開
始
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
農
水
産
業
分
野
と
観
光
関
連

分
野
を
重
点
分
野
に
位
置
づ
け
、「
食
を
活
か

し
た
雇
用
創
出
」
を
柱
に
事
業
主
向
け
の
雇
用

拡
大
メ
ニ
ュ
ー
、
求
職
者
向
け
の
人
材
育
成
メ

ニ
ュ
ー
、
事
業
主
・
求
職
者
向
け
の
就
職
促
進

メ
ニ
ュ
ー
の
３
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
２
年
間

で
80
人
の
雇
用
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　

雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化

す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
紹
介
を
、
人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー

で
は
、
農
業
栽
培
技
術
や
接
客
ス
キ
ル
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
、
就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
就

職
面
談
会
や
就
職
相
談
、
人
事
労
務
管
理
相

談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
種
広
報
を
通
し
て
セ
ミ
ナ
ー
参

加
者
の
募
集
等
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
業
主

の
方
、
求
職
者
の
方
な
ど
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
農
産
物
を
栽
培
す
る
技
術
を
有
す
る
人
材

を
育
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー

▼
農
水
産
物
の
加
工
、
販
売
を
行
う
人
材
を

育
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー

▼
体
験
型
観
光
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人
材

を
育
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー

▼
接
客
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
観
光
案
内
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
有
す
る
人
材
を
育
成
す
る
セ
ミ
ナ
ー

●
こ
ん
な
事
業
主
の
方
々
が
ご
利
用
で

き
ま
す

①
異
業
種
か
ら
農
業
へ
参
入
し
た
い

②
農
業
法
人
化
し
た
い

③
特
産
品
を
使
っ
て
売
れ
る
商
品
を
つ

く
り
た
い

③
観
光
客
か
ら
選
ば
れ
る
施
設
を
つ
く

り
た
い

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
販
売
に

つ
な
げ
た
い
な
ど

No 委託事業名 雇用期間 雇用人数 No 委託事業名 雇用期間 雇用人数
１ 農林道維持管理事業 ①②   各３人      ８ マリンレクレーション創出事業 ③ １人
２ 漁港・海岸清掃事業 ①       ２人 ９ 天草・有明海のアサリ、ハマグリ再生事業 ③ ４人
３ 福祉小地域ネットワーク推進事業 ①②   各２人 10 まちづくり専門アドバイザー育成事業 ③ ３人
４ 観光情報サービス提供事業 ③       ２人 11 海洋レジャーインストラクター育成事業 ③ ２人
５ 観光案内板・観光施設調査事業 ①       ２人 12 フリースクール・自殺対策（心理カウンセラー）人材育成事業 ③ ８人６ 天草五橋祭企画実行事業 ③       ２人
７ 新規就農者支援事業 ③       ５人 13 買物困難地域宅配サービス事業 ③ １人
□雇用期間　

□問合せ先 ☎

●
こ
ん
な
求
職
者
・
在
職
者
の
方
々
が

ご
利
用
で
き
ま
す

①
農
業
を
就
職
に
つ
な
げ
た
い

②
商
品
の
企
画
か
ら
販
売
ま
で
で
き
る

人
材
に
な
り
た
い

③
体
験
型
観
光
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
な
り
た
い

④
接
客
の
仕
事
を
し
た
い
の
で
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
た
い

⑤
自
分
で
起
業
し
た
い

⑥
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
な
ど

●
こ
ん
な
事
業
主
の
方
々
が
ご
利
用
で

き
ま
す

①
優
秀
な
人
材
を
雇
用
し
た
い

②
社
員
の
人
材
育
成
を
図
り
た
い

③
人
事
労
務
管
理
の
相
談
を
し
た
い
な
ど

●
こ
ん
な
求
職
者
・
在
職
者
の
方
々
が

ご
利
用
で
き
ま
す

①
就
職
の
相
談
を
し
た
い

②
面
接
の
受
け
方
や
履
歴
書
の
書
き
方

を
教
え
て
ほ
し
い

③
地
元
に
戻
っ
て
働
き
た
い
の
で
求
人

情
報
を
知
り
た
い
な
ど

〜
２
年
間
で
80
人
の
雇
用
創
出
へ
〜

雇
用
拡
大
メ
ニ
ュ
ー（
事
業
主
向
け
）

人
材
育
成
メ
ニ
ュ
ー（
求
職
者
向
け
）

就
職
促
進
メ
ニ
ュ
ー

実
施
期
間
等

▲大阪梅田駅の広告

 

　

３
月
12
日
、
九
州
新
幹
線
が
全

線
開
業
し
ま
し
た
。

　

新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
中
国
地

方
を
含
む
関
西
以
西
と
九
州
の
時

間
的
距
離
は
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま

す
。

　

最
短
で
熊
本
〜
広
島
が
１
時
間

37
分
、
熊
本
〜
岡
山
が
２
時
間
14

分
、
熊
本
〜
大
阪
が
２
時
間
59
分

で
す
。
こ
れ
ま
で
遠
か
っ
た
中
国
、

関
西
地
方
が
い
よ
い
よ
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ち
ょ
っ
と
日
帰
り
で
熊
本
ま

で
」
も
可
能
と
な
り
、
ま
す
ま
す

人
の
交
流
が
活
発
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
の
新
幹
線
開
業
は
、
天
草

五
橋
開
通
以
来
の
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

当
市
も
、
こ
の
絶
好
の
機
会
に

乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
様
々
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
25
、
26
日
に
は
、
広
島
駅

に
て
あ
ま
く
さ
四
郎
観
光
協
会
と

上
天
草
市
地
域
振
興
協
議
会
合
同

の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
さ
れ
ま
し
た
。
総

勢
34
人
が
参
加
し
て
上
天
草
市
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
も
、
山
口
、
広
島
、
岡
山
３

県
の
テ
レ
ビ
局
を
表
敬
訪
問
し
Ｐ

Ｒ
活
動
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

岡
山
で
は
地
元
テ
レ
ビ
局
に
生
出

演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、

他
局
で
も
、
上
天
草
市
の
良
さ
を

思
う
存
分
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
阪
の
中
心
地
で
あ
る
大
阪
梅

田
駅
の
構
内
で
は
、
で
か
で
か
と

上
天
草
市
の
広
告
を
掲
げ
、
当
市

の
素
晴
ら
し
い
景
観
と
食
材
を
宣

伝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
は
、
２
月
19
日

に
国
道
２
６
６
号
沿
線
の
清
掃
活

動
を
行
い
、
２
０
０
人
以
上
が
ゴ

ミ
拾
い
、

草
刈
り
な

ど
、
お
客

様
を
迎
え

入
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を

し
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
新
し
く
で
き
た
新
幹

線
熊
本
駅
西
口
構
内
に
は
、
上
天

草
物
産
館
『
さ
ん
ぱ
ー
る
』
が
店

舗
を
出
店
い
た
し
ま
す
。
特
産
品

を
売
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
当
市

の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
情

報
の
発
信
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
新
幹
線
効
果
を

見
据
え
た
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
効
果
が
一
過
性
に
終

わ
ら
な
い
よ
う
様
々
な
事
業
を
幾

度
と
な
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
幹
線
『
さ
く
ら
』

　
　
　
　

が
や
っ
て
き
た
！

〜
上
天
草
の
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
〜

▲生放送で市をＰＲ
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◆
税
額
が
決
定
し
、
納
付
さ
れ
る
ま
で
の

流
れ
を
ご
説
明
し
ま
す
。

①
申
告　

毎
年
２
月
15
日
〜
３
月
15
日

（
予
定
）
ま
で
の
期
間
で
受
付
け
ま
す
。

必
ず
毎
年
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
確
定
申
告
は
税
務
署
で
、
市
県
民
（
住

民
）
税
の
申
告
は
市
税
務
課
で
受
付

（
詳
細
は
市
広
報
に
掲
載
）
ま
す
。

▼
給
与
を
受
け
る
方
の
給
与
支
払
報
告
書
は

事
業
所
が
１
月
31
日
ま
で
に
市
へ
提
出
。

②
税
額
の
決
定　

申
告
を
基
に
税
額
を
決

定
し
ま
す
（
個
人
住
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
）。
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
は
台
帳
を
基
に
決
定
し
ま
す
。

③
通
知
書
・
納
付
書
の
送
付　

決
定
し
た

税
額
を
通
知
し
、
期
ご
と
に
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
。

▽
個
人
住
民
税

▼
特
別
徴
収
事
業
所
に
は
５
月
上
旬
に
、

普
通
徴
収
の
方
に
は
６
月
に
関
係
書

類
を
送
付
し
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
は
年
12
回
、
普
通
徴
収
は
年

４
回
（
６
、８
、
10
、
１
月
）
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

▽
固
定
資
産
税

▼
４
月
に
関
係
書
類
を
送
付
。
納
付
書
は

１
〜
４
期
（
４
、７
、
12
、
２
月
）
分

を
同
封
し
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
税

▼
住
民
税
の
決
定
後
に
本
算
定
し
ま
す
の

で
、
１
期
（
６
月
分
）
の
徴
収
額
は
、

前
年
度
の
税
額
の
10
分
の
１
を
仮
徴

収
し
ま
す
。
年
間
の
決
定
通
知
は
２

期
（
７
月
分
）
の
納
付
書
に
同
封
し

ま
す
。
納
付
回
数
は
10
回
で
す
。

▽
軽
自
動
車
税

▼
所
有
者
の
方
へ
４
月
に
送
付
し
ま
す
。

納
期
は
４
月
末
日
ま
で
。
車
検
時
に

は
納
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
住
民
税
な
ど
、
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

る
場
合
４
、６
、８
月
は
仮
徴
収
と
し

て
２
月
と
同
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

年
税
額
決
定
後
、
８
月
以
降
の
納
期

分
で
調
整
（
還
付
含
む
）
し
ま
す
の

で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

④
納
付
期
限　

送
付
す
る
納
付
書
に
記

載
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
の
場
合

は
そ
の
月
の
25
日
と
な
り
ま
す
。
行

政
防
災
無
線
で
も
毎
月
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
市
広
報
４
月
号
の
年
間
分
、

毎
月
掲
載
の
「
税
の
ひ
ろ
ば
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

⑤
督
促
状　

納
付
期
限
を
過
ぎ
た
20
日
以

内
に
発
送
し
ま
す
。
納
付
状
況
を
確

認
し
て
送
付
し
ま
す
が
、
金
融
機
関

か
ら
の
報
告
に
相
当
の
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
行
き
違
い
が
生
じ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

⑥
電
話
催
告　

督
促
状
発
送
後
に
納
付
を

促
す
電
話
催
告
を
行
い
ま
す
。

⑦
財
産
調
査　

納
付
さ
れ
な
い
場
合
や
約

束
を
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に
は
財
産

調
査
を
行
い
ま
す
。

⑧
差
押
え　

督
促
状
発
送
後
10
日
過
ぎ
て

も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
滞
納
者

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑨
差
押
え
財
産
の
換
価　

差
し
押
さ
え
た

財
産
は
、
原
則
と
し
て
公
売
に
付
し

金
銭
に
換
え
、
滞
納
さ
れ
た
税
に
充

当
さ
れ
ま
す
。

◆
税
・
納
税
の
お
問
い
合
わ
せ（
相
談
）は
、

税
務
課
・
納
税
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

○下記を利用して、1年間の納税状況を確認してみましょう。該当する欄をご利用ください。
※平成 23年度で作成しています。

■軽自動車税
期　別 全期
納期限 5月 2日
金　額 円
納付日 月　　日

■住民（市県民）税（普通徴収の方）　
※特別徴収の方は給与明細書等でご確認ください
期　別 １期 ２期 ３期 ４期
納期限 ６月 30 日 ８月 31 日 10 月 31 日 １月 31 日
金　額 円 円 円 円
納付日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日

■固定資産税
期　別 １期 ２期 ３期 ４期
納期限 ５月２日 ８月１日 12 月 26 日 ２月 29 日
金　額 円 円 円 円
納付日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日

■国民健康保険税
期　別 １期 ２期 ３期 ４期 ５期
納期限 ６月 30 日 ８月１日 ８月 31 日 ９月 30 日 10 月 31 日
金　額 円 円 円 円 円
納付日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日
期　別 ６期 ７期 ８期 ９期 10 期
納期限 11 月 30 日 12 月 26 日 １月 31 日 ２月 29 日 ４月２日
金　額 円 円 円 円 円
納付日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日 月　　日

皆
さ
ま
が
納
め
る
税
金
は
大
切
な
も
の
で
す

選挙名等 期日前投票期間 期日前投票所（市役所各庁舎）

【投票日　4月 10日】　　
熊本県議会議員一般選挙

4 月 2日～ 9日（午前 8時 30分～午後 8時）
※維和・湯島出張所は、4月 4日～ 9日
（午前 8時 30分～午後 5時）

大矢野庁舎書庫棟
松島庁舎
姫戸統括支所　
龍ヶ岳統括支所　
維和出張所
湯島出張所

【投票日　4月 24日】　　
上天草市長選挙　　　　　
上天草市議会議員補欠選挙

4 月 18 日～ 23日（午前 8時 30分～午後 8時）
※維和・湯島出張所は、午前 8時 30分～午後 5時

■平成 23年 3月 2日現在の選挙人名簿登録者数について

■期日前投票について

　4月 10 日は、熊本県議会議員一般選挙、4月 24 日は、上天草市長選挙・同市議会議員補欠選挙の投票日です。
こうなったらいいな、ああなったらいいな、普段の暮らしの中で、そう感じることがあります。その思いや願いを、
私たちの代わりに県や地域で実現してくれる人々を選ぶこと。それが「選挙」です。参加することに意義があるとい
う言葉どおり、政治への参加方法である選挙は、投票してこそ意味を持ちます。選挙当日、仕事や旅行、買い物など
で投票できない予定の方は、期日前投票ができます。 【上天草市選挙管理委員会　☎ 0964（56）1111】

区　分 選挙人名簿登録者数
※平成 23年３月２日現在

町 投票区 投　票　所 行　政　区 男 女 計
第  １ 大矢野農村婦人の家 寄船、白涛、船江、東満、双原、辺田、平、尾上、新田、坂本 683 790 1,473
第  ２ 登立小学校体育館 本郷、登立西の浦、積米、山下、尾越崎、四郎丸、大潟、治郎田 1,063 1,229 2,292
第  ３ 岩谷公民館 岩谷 145 161 306
第  ４ 大矢野公民館上分館 上新田、東江樋戸、西江樋戸、谷、豊後谷、中の丸、馬場、古野、田端、大手原 854 946 1,800
第  ５ 上北小学校体育館 広崎、成合津、賤の女、女ヶ串、串 555 605 1,160
第  ６ 鳩の釜公民館 七ツ割、鳩之釜、野釜前、野釜南 437 491 928
第  ７ 大矢野公民館中分館 小瀬戸、貝場、前平、小平、亀の迫 499 565 1,064
第  ８ 中南小学校体育館 柳東、柳西、新開 384 485 869
第  ９ 中北小学校体育館 堤、宮津、村寺尾、高田、越の浦、池の迫、野米、荒木浜 552 627 1,179
第 10 江後公民館 満越、瀬高、江後 263 301 564
第 11 下山公民館 維和 1区～維和 3区 164 217 381
第 12 千束公民館 維和 4区～維和 6区 155 176 331
第 13 蔵々公民館 維和 7区～維和 13区 297 345 642
第 14 大矢野公民館湯島分館 湯島 1区～湯島 4区 165 206 371
第 15 市役所阿村出張所 阿村 1区～阿村 11区 697 844 1,541
第 16 阿村第 6公民館 阿村 12区、13区 223 254 477

第 17 10 日旧樋合小体育館24日樋合漁村センター 樋合東、樋合西、永浦 164 196 360

第 18 松島総合センターアロマ 先辺、一番、志賀間、合津西の浦、御所組、馬建、国迫、稲戸、前島 594 684 1,278
第 19 松島保健センター 今村、北の浦、中村、合の丸、浦山、園田、松葉、西目、古園、古園団地 468 558 1,026
第 20 今泉多目的集会所 今泉東、今泉西、今泉釜、知十、後山、米山 459 506 965
第 21 教良木保育園 野々川、教良木本郷、山浦、大平 314 372 686
第 22 内野河内コミュニティーセンター 内野河内、星平 186 231 417
第 23 牟田自治公民館 牟田 1組～牟田 4組 156 185 341
第 24 永目自治公民館 向方、下方 89 117 206
第 25 姫戸中学校体育館 成川内、下元釜、中元釜、上元釜、槢木、釜迫、神、浦、上塩屋、中塩屋、下塩屋、南塩屋 445 555 1,000
第 26 本郷自治公民館 山田久保、寺陳内、上縫通、下縫通 137 179 316

第 27 10 日神代公民館24日西川内自治公民館 舟津、汐屋、高丸井流、上神代、中神代、下神代 239 234 473

第 28 二間戸団地自治公民館 二間戸団地 1組～二間戸団地 3組 114 125 239
第 29 樋島集会所 須崎垣内、開田船津、友田中鶴、古庵、真米、桑鶴 277 292 569
第 30 仏崎集会所 仏崎１区、仏崎２区 132 154 286
第 31 下桶川集会所 下桶川 214 238 452
第 32 東風留集会所 下貫、白浜、東風留 258 296 554
第 33 市役所龍ヶ岳地域振興センター別館 瀬戸、脇浦 217 260 477
第 34 小屋川内集会所 小屋川内、高串 106 175 281
第 35 大道集会所 東浦、中園、丸田、西浦 183 222 405
第 36 池ノ浦地域学習センター 夏唐、池ノ浦 159 187 346
第 37 赤崎地域学習センター 葛崎、赤崎 174 246 420
第 38 大作山集会所 大作山 39 40 79

合計 12,260 14,294 26,554

大
矢
野
町

松
島
町

姫
戸
町

龍
ヶ
岳
町

（単位：人）
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お知らせ

☎
商
工
観
光
課

☎
税
務
課

▼
国
民
健
康
保
険
税　

第
10
期

▼
納
期
限　

３
月
31
日
（
木
）

▼
口
座
振
替
日　

３
月
25
日（
金
）

☎
総
務
課

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日　

４
月
７
日
（
木
）

▽
松
島　

13
時
〜
16
時
・
社
会
福

祉
協
議
会
松
島
本
所

▼
開
設
日　

３
月
24
日
（
木
）・

４
月
14
日
（
木
）

▽
大
矢
野　

13
時
〜
16
時
・
大
矢

野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

４
月
１
日
よ
り
「
上
天
草
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

す
。

　

市
で
は
昨
年
度
よ
り
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
開
設
し
、
専
門
相
談

員
に
よ
る
消
費
生
活
に
関
す
る
相

談
や
解
決
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た

が
、
相
談
内
容
が
深
刻
化
・
高
度

化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
全
国
に
あ

る
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報

共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

図
り
、
消
費
者
に
対
す
る
相
談
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

　

来
所
に
よ
る
相
談
、
電
話
に
よ

る
相
談
も
受
付
け
て
い
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
〜
金
（
祝
日
等

を
除
く
）
９
時
〜
16
時
（
12

時
〜
13
時
を
除
く
）

▼
相
談
場
所　

大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
専
用
電
話
番
号　

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

□
元
気
海
ク
ラ
ブ
会
員
（
第
２
・

４
火
曜
は
休
館
日
）

▼
月
会
費　

７
，
０
０
０
円　

○
２
Ｆ
、
プ
ー
ル
に
毎
日
い
つ
来

て
も
、
何
回
来
て
も
Ｏ
Ｋ
！

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ダ
イ
エ
ッ

ト
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
ス
タ
ッ

フ
が
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
！

□
特
別
医
療
会
員
（
診
断
書
提
出

か
ら
３
カ
月
間
有
効
）

▼
月
会
費　

４
，
０
０
０
円　
　

○
腰
が
痛
い
・
膝
が
痛
い
・
糖

尿
が
あ
る
…
と
い
う
方
へ
。

診
断
書
ま
た
は
紹
介
状
を
病

院
に
て
発
行
し
て
い
た
だ

き
、
当
施
設
へ
提
出
す
る

と
、
３
カ
月
間
は
通
常
７
，

０
０
０
円
の
月
会
費
が　

４
，

０
０
０
円
に
！

□
子
供
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
（
３
歳

〜
小
学
６
年
生
が
対
象
）

▽
幼
児
の
部

▼
月
会
費　

４
，
０
０
０
円

▼
日
時　

水
曜
日
の
17
時
30
分
〜

18
時
30
分
、
土
曜
日
の
17
時

30
分
〜
18
時
30
分

▽
小
学
生
の
部

▼
月
会
費　

５
，
０
０
０
円

▼
日
時　

水
曜
日
の
17
時
30
分
〜

18
時
30
分
、
土
曜
日
の
16
時

〜
17
時

○
幼
児
の
水
慣
れ
か
ら
、
小
学
生

は
背
泳
ぎ
ま
で
指
導
し
て
ま

す
。
無
料
体
験
も
ご
ざ
い
ま

す
。（
要
予
約
）

□
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ａ
教
室
（
月
４
回
）

▽
月
会
費　

３
，
０
０
０
円

▽
日
時

▼
金
曜
日
の
教
室　

14
時
〜
15
時

▼
水
曜
日
の
教
室　

①
19
時
〜
20

時
②
20
時
15
分
〜
21
時
15
分

○
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
認
定
調
査
員
の
資
格

取
得
の
た
め
の
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
対
象
者　

保
健
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
福
祉
関
係
の
有

資
格
者
お
よ
び
経
験
者
で
あ

り
、
新
規
に
認
定
調
査
に
従

☎
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　

県
で
は
、
第
10
回
熊
本
県
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

□
開
催
日
・
実
施
種
目
等

▽
開
催
日　

５
月
15
日
（
日
）

▼
実
施
競
技　

陸
上
競
技（
身
・
知
）

○
場
所　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
（
Ｋ
Ｋ
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｇ
）

▼
実
施
競
技　

卓
球
競
技（
身
・
知
）

○
場
所　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
実
施
競
技　

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
テ
ニ
ス
競
技
（
身
）

○
場
所　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
実
施
競
技　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
競
技
（
身
・
知
）　

○
場
所　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
Ａ
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
実
施
競
技　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競

技
（
身
）　

○
場
所　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

▼
実
施
競
技　

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

（
知
）　　
　
　

○
場
所　

マ
ス
タ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
熊

本
▽
開
催
日　

５
月
22
日
（
日
）

▼
実
施
競
技　

水
泳
競
技（
身
・
知
）

○
場
所　

熊
本
市
総
合
屋
内
プ
ー

ル
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と

※
（
身
）
は
身
体
障
が
い
者
の
部

で
、（
知
）
は
知
的
障
が
い
者
の

部
で
す
。

□
参
加
選
手
資
格　

①
年
齢
13
歳

以
上
の
者
（
平
成
23
年
４
月

１
日
現
在
）
②
県
内
に
住
所

を
有
す
る
者
又
は
県
内
の
施

設
、
学
校
等
に
在
籍
し
て
い

る
者
③
身
体
障
が
い
の
部
…

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
④

知
的
障
が
い
の
部
…
療
育
手

帳
所
持
者
ま
た
は
取
得
の
対

象
に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る

者
□
参
加
申
込
締
切
日　

３
月
18
日

（
金
）　　
　
　
　

□
申
込
先
・
問
合
せ
先　

市
福
祉

課
障
が
い
福
祉
係

事
す
る
者
お
よ
び
認
定
調
査

に
従
事
す
る
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
者

▼
開
催
日
時　

３
月
29
日
（
火
）

　

13
時
〜
17
時
（
終
了
時
間

は
予
定
）

▼
研
修
場
所　

天
草
地
域
振
興
局

　

大
会
議
室

▼
申
込
締
切　

３
月
22
日
（
火
）

▼
申
込
先　

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

□
試
験
日
程
等

▽
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

〜
８
日
（
金
）

▼
第
１
次
試
験
日　

５
月
１
日

（
日
）

▽
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

▼
受
付
期
間　

４
月
11
日
（
月
）

〜
20
日
（
水
）

▼
第
１
次
試
験
日　

６
月
19
日

（
日
）

▽
国
税
専
門
官
採
用
試
験

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

〜
14
日
（
木
）

▼
第
１
次
試
験
日　

６
月
12
日

（
日
）

▽
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

〜
14
日
（
木
）

▼
第
１
次
試
験
日　

６
月
12
日

（
日
）

▽
法
務
教
官
採
用
試
験

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

〜
14
日
（
木
）

▼
第
１
次
試
験
日　

６
月
12
日

（
日
）

□
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
封
筒
を
同
封
し
た
封
筒
に

請
求
す
る
試
験
名
を
朱
書
き

し
、
問
合
せ
先
へ
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

人
事
院
九
州
事
務

局
第
二
課
試
験
係

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

▽
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

▼
対
象
者　

自
動
車
事
故
に
よ
り

死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障

害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様
を

対
象
と
し
、
そ
の
保
護
者
の

生
活
状
況
が
一
定
の
要
件
に

合
致
す
る
方

▼
貸
付
金
額　

①
貸
付
金
額
と

同
時
に
一
時
金
（
15
万
５
，

０
０
０
円
）
②
貸
付
期
間
中

（
月
額
２
万
円
）
③
小
・
中

学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

（
４
万
４
，
０
０
０
円
）

▼
貸
付
期
間　

貸
付
決
定
の
月
か

ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

▼
利
子　

無
利
子

※
そ
の
他
詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
介
護
料
支
給

▼
対
象
者　

自
動
車
事
故
で
脳
、

脊
髄
、
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷

し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持

ち
、
常
時
ま
た
は
随
時
の
介

　

海
上
保
安
庁
で
は
海
上
保
安
学

校
生
（
特
別
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

〜
８
日
（
金
）

▼
第
一
時
試
験　

５
月
15
日（
日
）

※
10
月
期
入
学

　

受
験
資
格
、
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
合
せ
先

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

第
十
管
区
海
上
保

安
本
部
総
務
部
人
事
課

　

☎
０
９
９
（
２
５
０
）
９
８
０
０

　

青
年
海
外
協
力
隊
、
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
春
募
集
が
４

月
１
日（
金
）か
ら
５
月
16
日（
月
）

の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、
事
業
概
要

な
ら
び
に
「
体
験
談
＆
説
明
会
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
体
験
談
＆
説
明
会
】

▽
青
年
海
外
協
力
隊

▼
日
時　

４
月
10
日
（
日
）
14
時

〜
・
23
日
（
土
）
19
時
〜

▼
場
所　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

４
階
第
３
会
議
室

▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
日
時　

４
月
10
日
（
日
）
14
時

〜

▼
場
所　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

５
階
大
広
間
Ａ

▽
問
合
せ
先　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
班

　

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９

無
料
体
験
も
ご
ざ
い
ま
す
（
要

予
約
）。

※
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

□
問
合
せ
先　

ス
パ
・
タ
ラ
ソ
天

草　
　

　

☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
２
６

〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
☎ 0964（56）1111
総務課・財政課・税務課・
納税課・監理課・大矢野
窓口センター・企画政策
課・商工観光課・農林水
産課・企業誘致課・環境
衛生課・会計課・議会事
務局・農業委員会事務局・
監査委員事務局

〒 861-6192
上天草市松島町合津 3538-3
☎ 0969（56）1111
市民窓口課・建設課・都
市整備課・保健課（保健
センター・健康づくり推
進室）・高齢者ふれあい課・
福祉課・教育委員会（学
務課・社会教育課）

〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
☎ 0969（58）2111

〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
☎ 0969（62）1111

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談

　

相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
事
前
受
付
）
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
時　

4
月
15
日
（
金
）　

10

時
〜
15
時

▼
場
所　

大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟
１

階
会
議
室

税
の
ひ
ろ
ば

イ
ベ
ン
ト
・
募
集
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☎
監
理
課

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
１
月
18
日

▼
上
天
草
市
建
築
物
耐
震
改
修
促

進
計
画
策
定
業
務
委
託

　

①
上
天
草
市
全
域
②
中
央
開
発

　
（
株
）　

熊
本
支
店
（
熊
本
市
）

　

③
７
８
４
万
３
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
上
天
草
港
（
阿
村
港
区
）
改
修

地
質
調
査
業
務
委
託

　

①
松
島
町
阿
村
地
先

　

②
（
株
）
熊
本
総
合
技
術
コ
ン
サ

　

ル
タ
ン
ト　

天
草
支
店（
天
草
市
）

　

③
２
６
５
万
６
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
上
天
草
港
（
阿
村
港
区
）
改
修

設
計
業
務
委
託

　

①
松
島
町
阿
村
地
先

　

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ　

　

天
草
支
店
（
天
草
市
）

　

③
３
２
０
万
２
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
龍
ヶ
岳
山
頂
キ
ャ
ン
プ
場
管
理

棟
改
修
工
事

　

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

　

②
橋
本
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

　

③
３
２
４
万
４
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
龍
ヶ
岳
山
頂
キ
ャ
ン
プ
場
バ
ン

ガ
ロ
ー
改
修
工
事

　

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

　

②
中
野
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）　

　

③
３
６
０
万
１
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
牟
田
地
区
消
防
ポ
ン
プ
格
納
庫

改
築
工
事

　

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

　

②
山
口
工
務
店
（
姫
戸
町
）

　

③
５
７
６
万
９
，
７
５
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
和
光
園
排
水
路
整
備
工
事

　

①
松
島
町
教
良
木
地
区
内

　

②（
株
）ク
リ
ー
ン
開
発（
松
島
町
）

　

③
４
９
３
万
５
，
０
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
改
修

工
事

　

①
上
天
草
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
内

　

②（
有
）切
通
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
１
４
５
万
９
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
野
釜
せ
と
平
前
布
設
替
工
事　

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②（
有
）和
田
工
務
店（
大
矢
野
町
）

　

③
３
５
５
万
９
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
上
天
草
市
斎
場
炉
改
修
工
事　

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②
高
砂
炉
材
工
業（
株
）（
東
京
都
）

　

③
１
，
３
４
９
万
２
，
５
０
０
円

　

④
２
月
〜
３
月

▼
尾
越
崎
地
区
治
山
（
自
然
災
害

復
旧
）
工
事　

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②（
有
）中
原
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
２
１
８
万
４
，
０
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
本
郷
地
区
治
山
（
自
然
災
害
復

旧
）
工
事

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②（
有
）中
原
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
２
９
０
万
８
，
５
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

▼
荒
木
浜
地
区
農
村
公
園
整
備
工

事

　

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

　

②（
有
）マ
サ
ル
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
４
８
７
万
２
，
０
０
０
円

　

④
１
月
〜
３
月

□
１
月
25
日

▼
市
道
坊
主
島
下
桶
川
線
防
災
対

策
測
量
設
計
業
務
委
託　

　

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

　

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ　

天
草
支
店
（
天
草
市
）

　

③
６
５
１
万
円

　

④
２
月
〜
３
月

▼
市
道
辺
戸
串
元
釜
線
防
災
対
策

測
量
設
計
業
務
委
託　

　

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内　

　

②（
有
）ア
ロ
ー
ト
三（
姫
戸
町
）

　

③
４
０
４
万
２
，
５
０
０
円

　

④
２
月
〜
３
月

▼
市
道
池
ノ
浦
西
浦
線
防
災
対
策

測
量
設
計
業
務
委
託

　

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

　

②（
株
）明
進
測
量
設
計（
美
里
町
）

　

③
４
７
５
万
６
，
５
０
０
円

　

④
２
月
〜
３
月

□
２
月
１
日

▼
大
道
漁
港
７
号
防
波
堤
測
量
実

施
設
計
委
託　

　

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

　

②
（
株
）
コ
ン
サ
ル
ハ
マ
ダ　

天
草
支
店
（
天
草
市
）　

　

③
４
２
０
万
円

　

④
２
月
〜
３
月

▼
大
道
中
学
校
倉
庫
解
体
工
事　

　

①
龍
ヶ
岳
町
大
道
地
区
内

　

②（
有
）光
永
工
業
所（
龍
ヶ
岳
町
）

　

③
２
３
９
万
４
，
０
０
０
円

　

④
２
月
〜
３
月

▼
市
道
大
潟
４
号
線
道
路
改
良
工

事　

　

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

　

②（
有
）肥
後
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
４
０
４
万
２
，
５
０
０
円

☎
農
業
委
員
会

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年

度
の
標
準
小
作
料
を
次
の
と
お
り

定
め
ま
し
た
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
が
行
わ
れ
る

際
、
貸
し
手
と
借
り
手
が
話
し
合

い
小
作
料
を
定
め
ま
す
。
標
準
小

作
料
は
決
し
て
強
制
さ
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
つ
の

目
安
と
し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
、
均
衡
の
と
れ
た
小
作
料
の
設

定
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
小
作
料
の
標
準
額
】

※
10
ア
ー
ル
当
た
り

▽
田
の
部　

▼
上
田　

１
１
，
０
０
０
円

▼
中
田　

８
，
０
０
０
円

▽
畑
の
部

▼
牧
草　

５
，
０
０
０
円

☎
環
境
衛
生
課

▼
可
燃
ご
み
に
、
不
燃
物
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い

　

可
燃
ご
み
の
中
に
卓
上
コ
ン
ロ

の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
包
丁
な
ど

が
混
入
す
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
物
が
入
っ
て
い
る
と

収
集
作
業
で
の
爆
発
事
故
や
怪
我

に
つ
な
が
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　

可
燃
ご
み
に
、
不
燃
物
（
ガ
ラ

ス
、
金
属
他
）
は
絶
対
に
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
生
ご
み
を
出
さ
れ
る
と
き
に

は
、
で
き
る
だ
け
水
分
を
切

っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
収
集
実
施
日
の
朝
、
決
め
ら
れ

た
時
間
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い

▼
収
集
が
行
わ
れ
な
い
日
に
は
、

絶
対
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い

☎
環
境
衛
生
課

　

月
末
の
29
・
30
・
31
日
は
、
清

護
が
必
要
と
な
っ
た
方

▼
支
給
額　

①
常
時
介
護
の
方
（
自
賠
後
遺

障
害
等
級
１
級
１
号
・
２
号
）

月
額
５
万
９
，
６
７
０
円
〜

13
万
６
，
８
８
０
円

②
随
時
介
護
の
方
（
自
賠
責
後

遺
障
害
２
級
１
号
・
２
号
）

月
額
２
万
９
，
２
９
０
円
〜

５
万
４
，
０
０
０
円

※
そ
の
他
詳
し
く
は
問
合
せ
先
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
先　

自
動
車
事
故
対
策

機
構　

熊
本
支
所

　

☎
０
９
６
（
３
２
２
）
５
２
２
９

掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
設
備
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
日
に
は
、
粗
大
ご
み
、
資
源
物
、

不
燃
物
の
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。（
可
燃
ご
み
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
す
）

　

ま
た
ご
み
を
大
量
に
持
ち
込
ま

れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
清
掃
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
確
認
を
せ
ず
に
持
ち
込
ま

れ
ま
す
と
、
引
取
り
を
お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
月
〜
金　

９

時
〜
16
時
）
※
12
時
〜
13
時

を
除
く

　

☎
０
９
６
９
（
57
）
０
１
６
１

　

④
２
月
〜
３
月

▼
市
道
江
樋
戸
線
道
路
改
良
工
事

（
そ
の
２
）　

　

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

　

②（
有
）藤
島
建
設（
大
矢
野
町
）

　

③
１
９
４
万
９
，
９
８
４
円

　

④
２
月
〜
３
月

　

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
状
況
は
、

景
気
の
低
迷
に
伴
う
保
険
料
収
入

の
減
少
や
医
療
費
（
保
険
給
付
費

の
）
増
大
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、全
国
平
均
の
保
険
料
率
を
９
・

50
％
に
熊
本
県
の
保
険
料
を
９
・

55
％
に
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
新
し
い
保
険
料

▼
熊
本
県
の
保
険
料
率　

９
・
37

％
（
現
在
）
↓
９
・
55
％

▼
介
護
保
険
料　

１
・
50
％
（
現

在
）
↓
１
・
51
％

▽
新
し
い
保
険
料
率
の
適
用
時
期

▼
一
般
の
被
保
険
者
の
方　

平
成

23
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら

▼
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方　

平

成
23
年
４
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら

▽
問
合
せ
先　

全
国
健
康
保
険
協

会　

熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
４
０
）
０
２
６
０

□期日
□受付・スタート
□申込期間
□申込・問合せ先

☎ 0969

人 　 口 31,837人
男 　 性 14,969人
女 　 性 16,868人
世 帯 数 12,292戸
市の面積 126.14㎢

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

市
内
の
福
祉
施
設
（
松
朗
園
・

き
ら
ら
の
里
・
南
風
苑
）
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
菓
子
工
房
ア
ロ

ー
ム
、
絵
手
紙
も
み
じ
会
、
ノ
ウ

ブ
ル
、
タ
カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
山
下

エ
ツ
子
、
吉
川
キ
ヨ
カ
、
前
川
タ

マ
ノ
、
嘉
悦
昭
子
、
山
本
春
子
、

圓
尾
玲
子
、
濱
口
民
謡
教
室
、
西

山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
水
野
国
夫
先

生
、
西
本
書
道
教
室
、
松
島
保
育

園
、
え
と
わ
あ
る
、
山
下
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
＆
ア
マ
リ
リ
ス
会

▼
ふ
る
さ
と
の
納
税
に
寄
付

▽
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認

め
る
事
業

●
東
京
天
草
郷
友
会

　
　
　
　
　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

平成23年
2月28日現在

お知らせ

そ
の
他
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【開催期日】　
【開催場所】

国民年金保険料と
　　　　　前納割引制度

□23年度の保険料は月額 15,020 円

□有利な前納割引制度

□問合せ先

　☎

　☎

☎　水道局

○転出・転居の場合

○ご注意ください

旧　町 検針・徴収地区

大矢野 上新田、東江樋戸、西江樋戸、谷、豊後谷、
中の丸、馬場、堤、宮津、寺尾

大矢野 古野、賎の女、女鹿串、串、大手原、七ツ割、
鳩ノ釜、野釜前、野釜南

松　島 今泉、教良木
姫　戸 姫浦
姫　戸 二間戸
龍ヶ岳 大道

【定期的に漏水確認を】

【手続きををお忘れなく】 【検針員・徴収員が交代します】

【イベント内容】
①８時 55分～ 　「ゆるきゃら」パレード

②９時～　会場オープン
③９時 30分～　保育園による鼓笛隊及び太鼓の演奏

④ 10時～　大矢野太鼓保存会による太鼓の演奏

⑤ 10時 15 分～　天草女将会による「出来ます宣言」　

⑥ 10時 20 分～　オープニングセレモニー
⑦ 10時 35 分～ ＭＩＣＡライブ　

⑧ 「ゆるきゃら」イベント

⑨ 11 時 10 分　閉会予定

くまモンなどの
   “ゆるきゃら” 大集合

□募集枠数
□バナー広告の規格

□掲載料金・掲載期間・募集期間

□応募方法

□問合せ先

‒

☎

お知らせ
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今日からさっそく

「 聴 こ え に つ い て 」

●問合せ先
　地域包括支援センター
　（松島庁舎）
　☎ 0969（56）1111

作業種目 作業内容 基準額 備考

あらぐれ 畦ぬりが出来るまで
整備済田 6,000

10a 当たり
その他 7,000

しろかき 田植えが出来るまで
整備済田 6,500

10a 当たり
その他 8,500

あらぐれ・しろかき 同時仕上げ 11,000 10a 当たり
水田あとの平耕 全面耕起 6,500 10a 当たり
水田あとの畝立 耕起と 1m50 ㎝程度の畝立 8,500 10a 当たり
その他 畑の全面耕起 6,000 10a 当たり
田植機 6,000 10a 当たり

コンバイン
普通田 15,000 10a 当たり
倒伏田 18,000 10a 当たり

脱穀 脱穀
稲 350

コンバイン１袋
麦 650

稲刈り機 バインダー（ひも代別） 6,000 10a 当たり
賃金 一般農作業 6,000 １日
籾乾燥 乾燥後のコンバイン袋 450 コンバイン１袋
もみすり 400 玄米 30 ㎏

（単位：円）

☎

○問合せ先 ☎　

地上アナログテレビ放送が間もなく終了します

受信するには受信機やアンテナが必要です

【地デジのご相談はデジサポへ】　
～　戸別訪問　無料　～

【問合せ先】
●デジサポ熊本

☎

●上天草市企画政策課
☎

上天草市国民健康保険高齢受給者証の切り替え

国民健康保険被保険者証の切り替え（有効期限）

職場の健康保険に加入されたときには届出を

○届出に必要なもの

☎

就学中の被保険者の特例（マル学）について

○申請に必要なもの

お知らせ

36広報 上天草37 2011.3 月号



編
集
後
記

▽
２
月
６
日
に
明
る
い
選
挙
推
進
駅
伝
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。
選
手
と
し
て
出
た
の
で
す
が
、

日
頃
の
運
動
不
足
が
た
た
り
、
ま
っ
た
く
走
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
中
学
・
高
校
時
代
は
楽
に
走

れ
て
い
た
の
に
…
と
10
年
前
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
す
。
▽
さ
て
、
今
月
号
が
皆
さ
ん
の
手
に

届
く
頃
に
は
、
も
う
桜
の
花
は
咲
い
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
今
年
こ
そ
、
市
内
の
桜
の
名
所
の

写
真
を
撮
っ
て
お
き
た
い
と
計
画
中
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
）

▽
学
校
や
地
域
の
取
材
に
伺
う
と
、
元
気
な
児

童
生
徒
の
皆
さ
ん
を
目
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、

あ
の
子
は
、
一
生
懸
命
走
っ
て
い
た
な
。
あ
の

子
は
、
大
き
な
声
で
歌
っ
て
い
た
な
。
な
ど
、

以
前
の
光
景
を
思
い
出
す
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

皆
さ
ん
の
頑
張
る
姿
は
、
意
外
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
広
報
担
当
者
の
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
頑
張
る
姿
に
い
つ
も
感
動
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
▽
進
級
・
卒
業
な
ど
で
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
こ
と
を
、
こ

れ
か
ら
も
広
報
の
カ
メ
ラ
を
通
し
て
ひ
っ
そ
り

と
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
Ｋ
）

▲暖かいオレンジ色のライトアップへ

　　

上
天
草
市
の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
人
々
の
交
流
拠
点
と
な
っ
て
い
る
天

草
四
郎
公
園
一
帯
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
公
園
利
用
者
の
安
全
性
と
快
適
性
の
確
保
の
た
め
の
機
能
照
明

と
、
個
性
化
と
魅
力
向
上
の
た
め
の
演
出
照
明
の
二
つ
の
整
備
を
柱
に
進
め

て
お
り
、幻
想
的
で
魅
力
的
な
夜
間
景
観
の
創
出
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

　

夏
を
め
ど
に
全
体
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
一
部
が
完
成
し

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
夜
の
天
草
四
郎
公
園
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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